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第
一
章
　
序
論
─
─
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
の
ふ
る
ま
い

1.　

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
当
時
、
関
連
諸
国
の
人
々
の
連
帯
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
［B

rum
m

itt, 
Barnett, D

’Souza

（2015
）］
を
参
照
。

2.　

こ
の
こ
と
ば
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
引
用
さ
れ
、
孔
子
の
言
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
孔
子
の
著
作
に

あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
助
教
の
イ
ー
キ
ン
・
シ
ン
が
、
中
国
の
文
献
で
こ
れ
に
最
も
近
い
表
現
は

『
新し
ん
と
う
じ
ょ

唐
書
』
（
一
〇
四
〇
）
に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
シ
ン
の
翻
訳
に
よ
る
と
、
そ
の
箇
所
は
「
安
寧
は
大
地
の
上
に
す
で
に
行

き
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
愚
か
な
者
ど
も
が
み
ず
か
ら
混
乱
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
」
だ
そ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
来
の

出
典
元
が
ど
こ
で
あ
れ
誤
っ
た
出
典
を
示
す
こ
と
は
、
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
が
い
か
に
た
や
す
く
複
雑
に
な
り
う
る
か
と
い
う
、
こ
の
引
用

文
の
具
体
例
と
い
え
る
。

3.　

こ
の
数
式
を
簡
単
に
表
す
と
二
の
四
三
五
乗
と
な
り
、
一
〇
の
一
三
一
乗
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

4.　

既
知
の
宇
宙
（
地
球
か
ら
お
よ
そ
九
〇
〇
億
光
年
以
内
の
距
離
）
に
あ
る
原
子
の
数
は
二
の
二
七
五
乗
個
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

5.　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
詳
し
く
取
り
あ
げ
る
。
利
用
し
た
デ
ー
タ
は
「
青
年
の
健
康
に
関
す
る
全
米
長
期
調

査
」
（
略
称
ア
ッ
ド
・
ヘ
ル
ス
）
─
─
責
任
者
：
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ミ
ュ
ー
レ
ン
・
ハ
リ
ス
、
内
容
策
定
：
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ

ペ
ル
ヒ
ル
校
の
Ｊ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ド
レ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
・
Ｓ
・
ベ
ア
マ
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ミ
ュ
ー
レ
ン
・
ハ
リ
ス
、
研
究
助
成
：

ユ
ニ
ス
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
国
立
小
児
保
健
・
人
間
発
達
研
究
所
の
助
成
Ｐ
０
１–
Ｈ
Ｄ
３
１
９
２
１
お
よ
び
二
三
の
連
邦
政
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府
機
関
と
財
団
に
よ
る
協
力
─
─
の
も
の
で
あ
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・
Ｒ
・
リ
ン
ド
フ
ァ
ス
お
よ
び
バ
ー
バ
ラ
・
エ
ン
ツ
ィ
ッ
ス
ル
が
初
期
の
内

容
策
定
を
補
助
し
た
こ
と
に
よ
り
、
特
別
な
承
認
を
得
た
。
「
青
年
の
健
康
に
関
す
る
全
米
長
期
調
査
」
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.cpc.unc.edu/addhealth

）
で
入
手
で
き
る
。
本
書
の
分
析
に
助
成
Ｐ
０
１–

Ｈ
Ｄ
３
１
９
２
１
の
直
接
的
な
サ
ポ

ー
ト
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

6.　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
は
広
大
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
ら
え
た
文
献
が
多
数
あ
る
。
教
科
書

的
資
料
と
し
て
は
、
［W

asserm
an, Faust

（1994　

社
会
学
、
統
計
学
）］、
［W

atts

（1999　

複
雑
系
、
社
会
学
）］、
［D

iestel

（2000

　

グ
ラ
フ
理
論
）］、
［Bollobás

（2001　

ラ
ン
ダ
ム
グ
ラ
フ
理
論
）］、
［Goyal

（2007　

経
済
学
）］、
［V

ega Redondo

（2007　

複
雑

系
、
経
済
学
）］、
［Jackson

（2008a　

経
済
学
、
社
会
学
、
グ
ラ
フ
理
論
、
複
雑
系
）］、
［E

asley, K
leinberg

（2010　

経
済
学
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
、
複
雑
系
）］、
［Barabási

（2016　

物
理
学
、
複
雑
系
）］、
［Borgatti, Everett, Johnson

（2018　

社
会

学
、
デ
ー
タ
収
集
、
分
析
）］
な
ど
が
あ
る
。
ほ
か
に
、
幅
広
い
読
者
に
向
け
て
生
活
の
観
点
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
説
い
た
良

書
と
し
て
、
［Barabási

（2003
）］、
［W

atts

（2004

）］、
［Christakis, Fow

ler

（2009

）］、
［Ferguson

（2018

）］
な
ど
が
あ
る
。

本
書
で
は
、
広
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
領
域
か
ら
い
く
つ
か
の
概
念
を
抽
出
し
て
ま
と
め
る
ほ
か
、
す
で
に
研
究
さ
れ
て
き
て
は
い
た
が
右

に
あ
げ
た
本
に
は
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
や
応
用
例
、
さ
ら
に
社
会
面
・
経
済
面
で
の
重
要
な
動
向
を
示
す
事
実
に
つ
い
て
も
紹

介
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
新
た
に
構
築
さ
れ
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
ア
イ
デ
ア
も
示
す
。
本
書
の
執
筆
に
不
可
欠
な
部
分
は
私
自
身
の
研
究

か
ら
多
く
引
用
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
主
眼
は
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
合
知
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。

7.　

人
の
あ
い
だ
に
築
か
れ
る
相
互
作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
研
究
者
の
用
語
で
は
「
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
用
語
に
、

ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
る
と
す
る
解
釈
も
広
が
っ
て
い
る
が
、
人
間
と
は
本

来
、
他
者
と
交
流
を
も
ち
、
共
依
存
す
る
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
太
古
か
ら
存
在
し
、
い
ま
使
わ
れ
て
い
る
現
代

的
な
手
段
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
こ
と
を
包
含
す
る
。
本
書
で
は
「
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
呼
び
方
を

実
際
に
は
区
別
せ
ず
に
使
っ
て
い
る
。

第
二
章
　
パ
ワ
ー
と
影
響
力
─
─
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
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1.　
A

drija Roychow
dhury, 

“H
ow

 M
ahatm

a Gandhi D
rew

 Inspiration from
 the A

m
erican Independence Struggle

”

（
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
か
ら
い
か
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
か
）, T

he Indian E
xpress, July 4, 

2016.

2.　

当
時
、
ナ
イ
キ
だ
け
で
四
億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
っ
て
い
る
。

3.　

本
節
で
は
、
ひ
と
り
が
お
お
ぜ
い
に
リ
ー
チ
で
き
る
理
由
と
、
他
者
を
動
か
せ
る
度
合
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
な
個
人
的
特
性
な

ど
を
概
説
す
る
。
力
の
あ
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
る
要
因
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

［K
atz, Lazarsfeld

（1995
）］
の
優
れ
た
研
究
以
来
、
思
索
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
以
下
も
参
照
。
［Rogers

（1995

）］、
［V

alente, 
Pum

puang

（2007

）］、
［V

alente
（2012

）］、
［Gladw

ell

（2000

）］

4.　

こ
の
章
で
も
後
続
の
章
で
も
と
く
に
強
調
は
し
な
い
が
、
本
書
で
考
察
す
る
接
続
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
種
類
は
文
脈
に
応
じ
て
変
わ

る
。
た
と
え
ば
、
法
律
を
制
定
す
る
政
治
家
の
能
力
は
他
の
法
律
制
定
者
と
の
接
続
に
応
じ
て
変
化
し
、
同
じ
政
治
家
が
有
権
者
を
動
か

す
能
力
も
、
メ
デ
ィ
ア
や
政
党
、
参
謀
（
お
よ
び
そ
れ
ら
の
も
つ
つ
な
が
り
）
と
の
接
続
に
応
じ
て
変
化
す
る
。
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

ふ
た
り
の
人
間
が
互
い
に
リ
ン
ク
し
て
い
た
と
し
て
も
彼
ら
が
本
来
の
意
味
で
の
「
友
だ
ち
」
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
用
語
で
は
こ
う
し
た
ふ
た
り
を
「
ネ
イ
バ
ー
（
仲
間
）」
と
呼
ぶ
が
、
用
語
の
使
い
分
け
に
は
揺
れ
も
見
ら
れ
、
本
書
で
も
厳
密
に
区
別

は
し
て
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ち
が
い
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
作
用
に
つ
い
て
は
［Ferguson

（2018

）］
を
参
照
の
こ

と
。

5.　

［Feld

（1991

）］

6.　

［Colem
an

（1961

）］

7.　

こ
こ
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ふ
た
つ
の
要
素
ず
つ
し
か
見
て
い
な
い
。
本
文
で
は
紹
介
し
な
か
っ
た
が
、
人
数
が
増
え
て
も
同
じ
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現
象
が
起
こ
る
。
互
い
に
認
め
た
友
だ
ち
の
い
る
一
四
六
人
の
女
子
生
徒
の
う
ち
、
八
〇
人
が
友
だ
ち
の
も
つ
友
だ
ち
の
平
均
人
数
よ
り

も
自
身
の
友
だ
ち
の
数
が
少
な
く
、
二
五
人
が
同
数
で
、
四
一
人
が
自
身
の
友
だ
ち
の
数
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。

8.　

あ
る
意
見
へ
の
見
方
に
偏
り
が
生
じ
て
い
く
様
子
の
例
を
、
［Lerm

an, Y
an, W

u

（2015

）］
が
論
じ
て
い
る
。
著
名
な
ブ
ロ
グ

（
た
と
え
ば
、K

evin Schaul

が
二
〇
一
五
年
一
〇
月
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
の
ブ
ロ
グ
に
書
い
た
“A

 Q
uick Puzzle to T

ell 
W

hether Y
ou K

now
 W

hat People A
re T

hinking

”）
や
、
［K

earns, Judd, T
an, W

ortm
an

（2009

）］
が
お
こ
な
っ
た
実
験
も

参
考
に
な
る
。

9.　

［Perkins, M
eilm

an, Leichliter, Cashin, Presley

（1999

）］

10.　

［Perkins, H
aines, Rice

（2005

）］
の
表
２
参
照
。

11.　

［V
alente, U

nger, Johnson
（2005
）］

12.　

［T
ucker, 

他
（2013

）］。
な
ん
ら
か
の
特
性
や
ふ
る
ま
い
と
人
気
度
と
の
関
連
を
示
し
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
は
［E

om
, Jo

（2014

）］
も
参
照
。

13.　

ふ
た
つ
の
作
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
［Jackson

（2016
）］
を
参
照
。

14.　

こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
の
大
き
さ
は
測
定
で
き
る
。
個
人
の
ふ
る
ま
い
が
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、
ふ
る
ま
い
が
社

会
的
な
文
脈
の
な
か
で
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
的
に
影
響
を
受
け
る
行
動
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
は
ふ
た
つ
以
上
あ

る
（［Glaeser, Sacerdote, Scheinkm

an

（2003

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
）。
犯
罪
や
脱
税
か
ら
、
留
年
、
職
探
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
動
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
取
り
あ
げ
る
。

15.　

［H
odas, K

ooti, Lerm
an

（2013

）］
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16.　

［Frederick

（2012

）］

17.　

こ
れ
に
は
発
言
者
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
文
に
掲
げ
た
も
の
に
近
い
「
デ
ー
タ
を
充
分
に

時
間
を
か
け
て
い
じ
く
り
ま
わ
せ
ば
、
ど
ん
な
結
論
で
も
吐
き
だ
す
」
は
、
ダ
レ
ル
・
ハ
フ
が
一
九
五
四
年
に
“H

ow
 to L

ie w
ith 

Statistics
”
（
統
計
で
う
そ
を
つ
く
に
は
）
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
と
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
彼
は
口
頭
で
は
そ
う
言
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
著
作
の
な
か
に
こ
の
文
言
そ
の
も
の
は
出
現
し
て
い
な
い
。
文
言
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
な
ぜ
真
実
で
、

な
ぜ
高
い
説
得
力
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
著
作
の
な
か
で
明
確
に
論
じ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
物
事
が
い
か
に
多
面
的
で
、
角
度
を
変

え
れ
ば
い
か
に
ち
が
っ
て
見
え
る
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

18.　

ご
存
じ
な
い
か
た
の
た
め
に
書
き
添
え
る
と
、
こ
の
言
い
ま
わ
し
は
、
コ
メ
デ
ィ
番
組
「
サ
タ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
」
の
ひ
と

つ
の
コ
ー
ナ
ー
、
シ
カ
ゴ
の
典
型
的
な
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
が
シ
カ
ゴ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
ヒ
ー
ロ
ー
の
な
か
で
誰
が
い
ち
ば
ん
か
を

議
論
し
、
シ
カ
ゴ
に
縁
の
薄
い
ス
ポ
ー
ツ
や
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
を
こ
き
お
ろ
す
シ
リ
ー
ズ
・
コ
ン
ト
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
も
の
（
訳

注
：
ベ
ア
ー
ズ
は
シ
カ
ゴ
の
プ
ロ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
ブ
ル
ズ
は
シ
カ
ゴ
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）。

19.　

マ
テ
ィ
ス
の
「
ブ
ル
ー
ヌ
ー
ド
（
ビ
ス
ク
ラ
の
思
い
出
）」
が
ピ
カ
ソ
を
動
か
し
、
「
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
の
娘
た
ち
」
に
影
響
を
与
え
た
と

す
る
鋭
い
知
見
も
、
こ
う
し
た
比
較
か
ら
導
か
れ
た
。
美
術
評
論
家
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ミ
ー
が
著
書T

he A
rt of the R

ivalry

（
ラ

イ
バ
ル
意
識
の
ア
ー
ト
）
の
な
か
で
、
ピ
カ
ソ
と
マ
テ
ィ
ス
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
と
彼
ら
の
芸
術
の
あ
い
だ
に
見
ら
れ
る
相
互
作
用
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。

20.　

厳
密
に
は
細
か
い
ち
が
い
が
あ
る
。
エ
ラ
の
七
人
の
友
だ
ち
の
ひ
と
り
が
ナ
ン
シ
ー
な
の
で
、
ナ
ン
シ
ー
を
ナ
ン
シ
ー
自
身
の
第
二

次
の
友
だ
ち
と
し
て
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
重
カ
ウ
ン
ト
を
無
視
し
て
よ
け
れ
ば
計
算
は
簡
単
に
な
り
、
ど
の
ス
テ
ッ
プ
で
も
接

続
の
数
だ
け
を
把
握
す
れ
ば
よ
く
、
ど
の
友
だ
ち
を
す
で
に
数
え
た
か
を
気
に
す
る
必
要
が
な
い
。
二
重
カ
ウ
ン
ト
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

［Banerjee, Chandrasekhar, D
uflo, Jackson

（2013, 2015

）］
で
論
じ
て
い
る
。
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21.　

興
味
の
あ
る
か
た
の
た
め
に
書
き
添
え
る
と
、
こ
の
数
字
は
、
固
有
ベ
ク
ト
ル
中
心
性
を
計
算
す
る
数
学
的
手
法
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
。
二
乗
し
た
中
心
性
の
合
計
が
１
に
な
る
の
で
、
中
心
性
の
ベ
ク
ト
ル
は
標
準
の
数
学
的
手
法
で
正
規
化
さ
れ
て
い
る
（
ふ
つ
う
の
意

味
で
の
長
さ
を
表
す
Ｌ
２
ま
た
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
ノ
ル
ム
を
用
い
て
い
る
）。

22.　

ブ
リ
ン
と
ペ
イ
ジ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
は
、
互
い
を
リ
ン
ク
し
合
っ
て
い
る
だ
け
の
ロ
ー
カ
ル
な
近
隣
ペ
ー
ジ
に
嵌
ま
り
こ
ん
で
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
全
プ
ロ
セ
ス
を
リ
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
ノ
ー
ド
へ
の
ジ
ャ
ン
プ
も
ラ
ン
ダ
ム
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
。 

23.　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
演
算
能
力
が
進
歩
し
、
人
と
ウ
ェ
ブ
と
の
か
か
わ
り
方
の
経
験
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
グ
ー
グ
ル
を
含
む
検
索
エ

ン
ジ
ン
は
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
現
在
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
も
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
と
っ
て
も
よ
り
豊
富
に
情

報
を
組
み
こ
み
、
望
み
の
も
の
を
楽
に
早
く
探
し
だ
す
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
を
細
か
く
調
整
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
ご
ろ
の
ウ

ェ
ブ
は
動ム
ー
ビ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

く
標
的
の
性
質
を
帯
び
、
中
身
が
つ
ね
に
進
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ペ
ー
ジ
ラ
ン
ク
の
発
想
が
重
大
な

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
こ
の
と
き
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
を
実
際
の
ペ
ー
ジ
と
う
ま
く
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

24.　

第
一
次
接
続
を
超
え
て
追
跡
す
る
こ
と
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
情
報
拡
散
以
外
の
環
境
で
も
意
味
が
あ
る
。
固
有
ベ
ク
ト
ル
の
活
用

も
含
め
、
計
算
を
反
復
し
て
中
心
性
（
人
気
度
）
を
導
く
た
め
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
グ
ー
グ
ル
が
世
に
登
場
す
る
数
十
年
前
か
ら
、

た
と
え
ば
一
九
五
〇
年
代
の
先
駆
者
レ
オ
・
カ
ッ
ツ
、
方
法
論
の
か
た
ち
を
と
と
の
え
た
一
九
七
〇
年
代
の
フ
ィ
ル
・
ボ
ナ
チ
ッ
チ
な
ど
、

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世
界
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。
固
有
ベ
ク
ト
ル
中
心
性
（「
間
接
的
な
友
だ
ち
に
よ
る
パ
ワ
ー
」）
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
、
犯
罪
も
社
会
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
非
合
法
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
主
要
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
を
探
す

こ
と
に
使
わ
れ
て
き
た
。
人
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
う
じ
て
、
非
合
法
活
動
に
関
与
す
る
機
会
に
触
れ
、
実
際
に
手
を
染
め
て
い
き
、
そ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
最
も
中
心
に
い
る
人
物
が
他
の
関
与
者
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
（［Lindquist, Zenou

（2014

）］
な
ど

が
参
考
に
な
る
）。
こ
の
よ
う
な
中
心
性
の
尺
度
は
、
株
式
市
場
の
投
資
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
適
用
さ
れ
、
誰
が
最
も
多

く
の
利
益
を
あ
げ
る
か
の
予
測
に
使
わ
れ
て
き
た
（［O

zsoylev, W
alden, Y

avuz, Bildik

（2014

）］
参
照
）。

25.　

同
じ
よ
う
な
環
境
で
基
本
的
な
教
育
が
い
か
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
は
、
［K

arlan, V
aldivia

（2011

）］
な
ど
が
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参
考
に
な
る
。

26.　

大
規
模
に
展
開
さ
れ
て
い
る
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
そ
う
だ
が
、
お
そ
ろ
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
り
う
る
の
で
、
バ
ラ
色
の
絵
ば

か
り
を
描
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
し
す
ぎ
た
り
、
自
己
破
産
に
追
い
こ
ま
れ
た
り
な
ど
、

借
金
の
末
に
生
活
が
破
綻
し
た
人
の
例
は
世
界
に
満
ち
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
高
い
返
済
率
の
お
か
げ
で
、
多
く
の
企
業

が
こ
の
事
業
に
参
入
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
、
倫
理
面
を
な
お
ざ
り
に
し
て
儲
け
ば
か
り
を
追
い
、
先
進
国
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ロ

ー
ン
や
小
口
ロ
ー
ン
事
業
と
た
い
し
て
ち
が
わ
な
い
業
態
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
借
り
手
の
生
活
向
上
に
ど
こ

ま
で
寄
与
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
も
続
い
て
い
る
。
生
産
性
が
大
幅
に
改
善
す
る
ま
で
に
は
何
年
も
か
か
る
う
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
の
流
れ
や
他
の
計
画
の
ど
れ
が
ど
こ
ま
で
寄
与
し
た
の
か
は
区
別
が
む
ず
か
し
い
の
で
、
世
界
中
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
急

拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
入
や
豊
か
さ
の
上
昇
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
利
用
に
起
因
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

肯
定
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
と
否
定
的
な
そ
れ
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
（［B

anerjee, D
uflo

（2014

）］、
［C

répon, D
evoto, D

uflo, 
Parienté

（2015

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
信
用
が
あ
れ
ば
消
費
と
支
出
を
円
滑
に
お
こ
な
い
や
す
く
な
る
こ
と
は

た
し
か
で
、
こ
れ
は
貧
し
い
人
に
と
っ
て
お
お
い
に
価
値
が
あ
る
。

27.　

家
計
へ
の
金
の
入
り
方
の
変
化
が
そ
の
使
わ
れ
方
を
い
か
に
変
化
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
［Schaner

（2015

）］
な
ど
が
参
考
に

な
る
。

28.　

自
立
グ
ル
ー
プ
と
は
、
ひ
と
つ
の
銀
行
口
座
を
共
有
し
た
り
、
会
費
を
出
し
あ
っ
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
支
払
い
や
ロ

ー
ン
を
融
通
し
あ
う
非
公
式
な
集
団
を
い
う
。 

29.　

対
照
的
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
北
京
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
個
人
対
個
人
の
つ
き
あ
い
の
ほ
か
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
電
話
経
由
の
つ
き
あ
い
も
多
数
あ
り
、
知
人
の
輪
が
そ
の
都
市
の
あ
ち
こ
ち
に
、
さ
ら
に
は
そ
の
都
市
の
外
に
ま
で

広
が
っ
て
い
る
。
多
様
性
に
富
む
こ
う
し
た
大
都
市
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
が
、
小
さ
な
村
な

ら
か
な
り
正
確
に
追
跡
で
き
る
。
研
究
チ
ー
ム
は
、
金
の
貸
し
借
り
、
忠
告
や
励
ま
し
、
灯
油
の
貸
し
借
り
（
料
理
用
や
暖
気
用
）、
緊
急

時
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
よ
る
世
帯
同
士
の
交
流
に
つ
い
て
質
問
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
測
定
し
た
。
対
象
の
村
に
は
平
均
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で
二
〇
〇
強
の
世
帯
が
あ
り
、
各
世
帯
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の
の
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
の
交
流
を
平
均
し
て
一

五
も
っ
て
い
た
（
一
〇
未
満
の
世
帯
も
、
二
〇
を
超
え
る
世
帯
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
）。

30.　

実
際
に
は
、
「
始
ま
り
の
種
」
の
次
数
中
心
性
（「
友
だ
ち
の
人
数
に
よ
る
パ
ワ
ー
」）
と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
最
終
的

な
参
加
度
と
の
関
係
を
図
に
描
く
と
、
少
し
負
の
傾
き
（
右
下
が
り
）
に
な
る
が
、
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
性

を
加
味
し
て
考
察
し
な
お
し
て
も
、
や
は
り
目
立
っ
た
関
係
は
な
か
っ
た
。
こ
の
調
査
の
詳
細
は
、
［B

anerjee, C
handrasekhar, 

D
uflo, Jackson

（2013

）］
の
付
録
の
表
Ｓ
３
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

31.　

「
始
ま
り
の
種
」
の
人
気
度
は
、
ほ
か
の
人
が
ど
ん
な
ふ
う
に
使
っ
て
い
る
の
か
を
見
た
く
な
る
よ
う
な
、
中
身
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
新
製
品
な
ら
も
っ
と
重
要
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
［Cai, de Janvry, Sadoulet 

（2015

）］
お
よ

び
、
［K

im
, 

他
（2015

）］
の
考
察
が
参
考
に
な
る
。

32.　

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
に
は
、
親
し
い
友
だ
ち
が
参
加
を
決
め
た
か
ど
う
か
な
ど
、
ほ
か
に
も
多

く
の
要
素
が
影
響
す
る
。
研
究
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
も
計
算
に
入
れ
て
統
計
的
分
析
を
お
こ
な
っ
た
（
統
計
技
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
［Banerjee, Chandrasekhar, D

uflo, Jackson

（2013

）］
を
参
照
）。 

33.　

本
書
に
は
載
せ
な
か
っ
た
計
算
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Banerjee, Chandrasekhar, D

uflo, Jackson

（2015

）］
を
参

照
。

34.　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
速
度
や
反
復
の
回
数
を
も
っ
と
柔
軟
に
調
整
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
こ
の
種
類
の
尺
度
は
他
の
手
法
よ

り
も
精
度
が
高
い
と
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
速
度
と
反
復
の
回
数
を
固
定
し
た
あ
と
で
拡
散
を
分
析
し
た
ら
、

こ
れ
ら
の
村
々
で
は
む
し
ろ
よ
り
広
く
拡
散
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
拡
散
中
心
性
（「
噂
を
拡
散
す
る
パ
ワ
ー
」）
が

他
の
尺
度
よ
り
も
有
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
研
究
チ
ー
ム
が
基
本
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
性
に
基
づ
い
て
世
帯
間
の
交
流
の
頻
度
を
固
定

し
た
と
こ
ろ
─
─
情
報
が
対
象
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
員
に
リ
ー
チ
で
き
る
可
能
性
を
も
ち
う
る
閾
値
に
交
流
の
頻
度
を
セ
ッ
ト
し
、
反
復

の
回
数
を
、
研
究
の
観
察
中
に
村
民
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
接
し
た
時
間
の
合
計
に
基
づ
い
て
セ
ッ
ト
し
た
─
─
、
こ
の
場
合
で
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も
、
拡
散
中
心
性
は
他
の
尺
度
よ
り
も
好
成
績
を
あ
げ
た
（［Banerjee, Chandrasekhar, D

uflo, Jackson

（2013

）］
の
付
録
に
記
載

さ
れ
た
表
Ｓ
３
を
参
照
）。
ほ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
表
Ｓ
３
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
最
下
行
に
あ
る
決
定
係
数
（
Ｒ2

）
を
比
較
す

る
方
法
が
あ
る
。
村
内
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
参
加
者
の
う
ち
、
ど
の
程
度
の
割
合
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
心
性
の
測
定
法
に
よ
っ
て

（
な
ん
ら
か
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
）
説
明
さ
れ
る
か
を
測
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
拡
散
中
心
性
に
よ
っ
て
増
え
る
Ｒ2

の
差
分
と
、

固
有
ベ
ク
ト
ル
中
心
性
に
よ
っ
て
増
え
る
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、
三
倍
以
上
の
開
き
が
あ
る
（
た
と
え
ば
パ
ネ
ル
Ｃ
で
、
カ
ラ
ム

（
２
）
の
Ｒ2

か
ら
カ
ラ
ム
（
３
）
の
Ｒ2

を
マ
イ
ナ
ス
す
る
と .173

で
あ
る
の
に
対
し
、
カ
ラ
ム
（
４
）
の
Ｒ2

か
ら
カ
ラ
ム
（
３
）
の
Ｒ2

を

マ
イ
ナ
ス
す
る
と .055

だ
っ
た
）。

35.　

「
政
治
的
副
官
」
と
い
う
呼
び
方
は
［K

ent

（1978

）］
か
ら
借
用
し
た
。
著
者
ケ
ン
ト
が
一
九
七
〇
年
代
に
丁
寧
に
集
め
た
デ
ー
タ

が
、
本
節
で
お
こ
な
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
デ
ー
タ
は
後
日
、
［Padgett, A

nsell

（1993

）］
に
よ
っ
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
パ
タ
ー
ン
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
深
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
取
り
あ
げ
る
図
の
デ
ー
タ
は
、
［B

reiger, 
Pattison

（1986

）］
の
研
究
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
研
究
はPadgett

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
節
の
デ
ー
タ
に
は
、

［Padgett, A
nsell

（1993

）］
の
分
析
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
家
門
を
抜
き
だ
し
て
考
察
し
た
結
果
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
基
本
と
し
、
一
部
の
情
報
を
新
し
く
し
た
。
メ
デ
ィ
チ
の
反
対
勢
力
だ
っ
た
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
と
ペ
ル
ッ
ツ
ィ
家
、
グ
ア
ス
コ

ー
ニ
家
の
あ
い
だ
の
婚
姻
と
商
取
引
も
組
み
い
れ
て
い
る
。 

36.　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
［Padgett, A

nsell

（1993
）］
が
「
メ
デ
ィ
チ
の
政
治
力
は
、
家
門
同
士
を
分
断
し
、
メ
デ
ィ
チ
だ
け
が
コ
ネ

ク
タ
ー
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ほ
か
に
［Burt

（1992, 2000, 2005

）］
が
参
考
に
な
る
。

37.　

プ
ッ
チ
家
は
メ
デ
ィ
チ
の
強
力
な
支
援
者
で
あ
り
、
と
く
に
コ
ジ
モ
た
ち
が
追
放
さ
れ
た
と
き
に
め
ざ
ま
し
い
働
き
を
見
せ
た
。
こ

の
た
め
、
プ
ッ
チ
と
メ
デ
ィ
チ
の
あ
い
だ
に
は
、
正
式
な
商
取
引
や
婚
姻
の
関
係
は
な
い
も
の
の
、
強
大
な
つ
な
が
り
が
継
続
し
て
存
在

し
た
。
ま
た
、
サ
ル
ビ
ア
ー
テ
ィ
と
バ
ル
バ
ド
ー
リ
と
は
紛
争
時
の
最
終
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
こ
こ
で
は
メ
デ
ィ
チ
側
に
置

い
て
い
る
。
サ
ル
ビ
ア
ー
テ
ィ
と
バ
ル
バ
ド
ー
リ
を
外
し
、
代
わ
り
に
プ
ッ
チ
と
メ
デ
ィ
チ
を
リ
ン
ク
す
る
と
、
い
っ
そ
う
く
っ
き
り
と

し
た
星
型
に
な
る
。
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38.　

メ
デ
ィ
チ
陣
営
と
反
対
陣
営
の
対
立
は
、
一
四
三
四
年
九
月
下
旬
に
最
終
的
に
決
着
し
、
そ
の
直
後
に
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
は

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
帰
還
し
た
。
リ
ナ
ル
ド
・
デ
リ
・
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
は
、
メ
デ
ィ
チ
へ
の
傾
倒
を
強
め
て
い
た
政
府
の
権
力
を
奪
い
か
え

そ
う
と
試
み
た
。
リ
ナ
ル
ド
は
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
な
ど
近
し
い
家
門
に
軍
の
蜂
起
を
呼
び
か
け
た
が
、
ど
こ
も
議
論
す
る
ば
か
り
で
参
集
せ

ず
、
こ
の
呼
び
か
け
は
失
敗
し
た
。
対
照
的
に
コ
ジ
モ
は
、
追
放
さ
れ
て
は
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
軍
の

蜂
起
を
呼
び
か
け
、
新
し
い
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
を
守
っ
た
の
だ
っ
た
。

39.　

［A
nthonisse

（1971

）］
と
［F

reem
an

（1977

）］
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
議
論
を
深
め
る
う
え
で
、
ニ
ク
ソ
ン
と
フ
ォ
ー
ド

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
析
し
た
［Ferguson

（2018

）］
が
参
考
に
な
る
。

40.　

［Barabási, A
lbert

（1999

）］。
ほ
か
に
、
［Price

（1976

）］、
［K

rapivsky, Redner, Leyvraz

（2000

）］、
［M

itzenm
acher

（2004

）］、
［Jackson, Rogers
（2007a

）］、
［Clauset, Shalizi, N

ew
m

an

（2009

）］
も
参
照
。
こ
れ
は
研
究
者
た
ち
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
メ
イ
ン
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
ど
れ
だ
け
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
る
か
を
観
察
し
て
い
た
と
き
に
判
明
し
た

も
の
だ
。
［A

lbert, Jeong, Barabási
（1999

）］
を
参
照
。 

41.　

た
と
え
ば
、
［A

kcigit, Caicedo, M
iguelez, Stantcheva, Sterzi

（2016

）］
に
、
よ
り
多
く
の
つ
な
が
り
を
も
つ
人
（
過
去
に

多
く
の
人
と
共
同
パ
テ
ン
ト
を
取
得
し
て
い
る
人
）
と
の
共
同
パ
テ
ン
ト
は
、
そ
う
で
な
い
人
と
の
共
同
パ
テ
ン
ト
よ
り
も
パ
テ
ン
ト
と

し
て
よ
り
大
き
な
成
功
に
つ
な
が
り
や
す
い
エ
ビ
デ
ン
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

42.　

［Jackson, Rogers

（2007a

）］。
別
の
側
面
と
い
う
の
は
、
人
に
は
他
者
の
リ
ン
ク
を
ま
ね
し
た
り
、
優
先
的
結
合
と
無
作
為
な
結

合
を
交
ぜ
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
の
特
性
が
多
少
異
な
る
だ
け
の
、
似
た
よ
う
な
接
続
も
増
え

て
い
く
。
［K

leinberg, K
um

ar, R
aghavan, R

ajagopalan, T
om

kins

（1999

）］、
［K

um
ar, R

aghavan, R
ajagopalan, 

Sivakum
ar, T

om
kins, U

pfal

（2000

）］、
［Pennock, Flake, Law

rence, Glover, Giles

（2002

）］、
［V

ázquez

（2003

）］

43.　

具
体
例
に
つ
い
て
は
、
［Fafcham

ps, van der Leij, Goyal

（2010

）］、
［Chaney

（2014

）］、
［Jackson, Rogers

（2007a

）］

を
参
照
。
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44.　

［Jackson, Rogers

（2007a

）］

45.　

本
書
で
取
り
あ
げ
た
も
の
以
外
に
も
中
心
性
の
尺
度
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
計
算
方
法
が
若
干
異
な
る
だ
け
で
基
本
的
な
考
え
方
は
似

て
い
る
尺
度
も
あ
れ
ば
、
考
え
方
自
体
が
異
な
る
尺
度
も
あ
る
。
数
学
に
関
心
が
あ
っ
て
数
式
を
苦
に
し
な
い
読
者
な
ら
、
［B

orgatti

（2005

）］、
［Jackson

（2008a

、2017

）］、
［Bloch, Jackson, T

ebaldi

（2016

）］
が
背
景
を
知
る
の
に
役
立
つ
。

46.　

こ
れ
は
、
人
が
他
者
と
ど
れ
く
ら
い
近
く
に
い
る
か
を
把
握
す
る
「
近
接
中
心
性
」
と
い
う
尺
度
と
も
関
係
が
あ
る
。

第
三
章
　
拡
散
と
伝
染

1.　

［D
ean, 

他
（2018

）］
は
、
中
世
に
黒
死
病
が
流
行
し
た
の
は
、
人
間
に
棲
み
つ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
ノ
ミ
と
シ
ラ
ミ
が
お
も
な
原

因
で
あ
っ
て
、
ネ
ズ
ミ
や
他
の
動
物
と
の
関
連
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
衛
生
状
態
で
は
ノ

ミ
や
シ
ラ
ミ
が
大
量
に
存
在
し
、
宿
主
か
ら
宿
主
へ
と
た
や
す
く
飛
び
う
つ
っ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
だ
。
患
者
数
が
激
減
し
た

現
代
の
ペ
ス
ト
で
は
、
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
を
身
体
に
飼
う
人
間
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
人
か
ら
人
へ
直
接
ノ
ミ
が
飛
び
う
つ
る
可
能
性
が
き

わ
め
て
低
く
な
っ
た
た
め
、
中
世
に
比
べ
る
と
、
ノ
ミ
の
棲
み
つ
い
た
動
物
、
あ
る
い
は
人
間
同
士
の
密
な
接
触
が
伝
染
の
原
因
と
な
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
な
っ
た
。

2.　

［M
arvel, M

artin, D
oering, Lusseau, N

ew
m

an

（2013

）］ 

3.　

こ
の
図
は
、
［Bearm

an, M
oody, Stovel

（2004

）］
の
研
究
を
も
と
に
、
第
一
章
で
参
照
し
た
「
青
年
の
健
康
に
関
す
る
全
米
長

期
調
査
」
（
略
称
ア
ッ
ド
・
ヘ
ル
ス
）
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
加
味
し
た
も
の
だ
。
参
考
文
献
の
な
か
の
図
２
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。 

4.　

よ
り
正
確
に
言
う
と
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
は
、
な
か
の
ノ
ー
ド
は
他
の
す
べ
て
の
ノ
ー
ド
に
経
路
を
た
ど
っ
て
リ
ー
チ
で
き
、
な
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か
の
ノ
ー
ド
を
結
ぶ
リ
ン
ク
も
（
し
た
が
っ
て
、
そ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
内
の
ノ
ー
ド
の
ネ
イ
バ
ー
《
仲
間
》
も
）
す
べ
て
包
含
し
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
構
成
要
素
で
あ
る
。

5.　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
で
き
る
巨
大
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
個
数
は
ゼ
ロ
か
多
く
て
も
ひ
と
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
巨
大
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
が

ふ
た
つ
形
成
さ
れ
る
に
は
、
お
お
ぜ
い
が
そ
の
ふ
た
つ
の
ど
ち
ら
か
に
属
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
ふ
た
つ
の

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
が
分
離
し
て
い
る
た
め
に
は
、
ど
ち
ら
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
も
も
う
ひ
と
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
の
接
続
を
も
つ

者
が
い
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
ふ
た
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
属
す
る
人
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
現
実
に
は
起
こ
り
に
く
く
な
っ
て
い
く
。

た
っ
た
ひ
と
つ
の
接
続
が
で
き
た
だ
け
で
、
ふ
た
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
し
ま
う
。

6.　

私
は
こ
こ
で
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
敢
え
て
触
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
恋
が
始
ま
っ
た
と
き
に
そ
れ
ま
で
の
恋
が
す
で
に
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
当
然
あ
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
病
気
が
進
む
方
向
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
制
約
が
課
さ
れ
る
。
伝

染
速
度
が
遅
く
な
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
巨
大
な
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
か
な
り
の
人
数
に
感
染
が
広
が
る
可
能
性
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Johansen

（2004

）］、
［W

u, 

他
（2010

）］、
［B

arabási

（2011

）］、
［Pfitzner, 

Scholtes, T
essone, Garras, Schw

eitzer
（2013

）］、
［A

kbarpour, Jackson

（2018

）］
を
参
照
。

7.　

こ
の
感
染
率
は
、
サ
ン
プ
ル
の
取
り
方
や
、
感
染
の
定
義
お
よ
び
測
定
の
手
法
に
よ
っ
て
か
な
り
変
わ
る
う
え
、
多
く
の
人
が
感
染

を
認
識
し
て
い
な
い
た
め
推
計
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
性
的
に
活
発
な
人
た
ち
が
人
生
の
ど
こ
か
の
時
点
で
感
染
し
て
い
た
確
率
は
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
ゆ
う
に
上
回
る
と
さ
れ
る
（
過
去
の
研
究
を
複
合
的
に
解
析
し
た
メ
タ
ス
タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
、
［R

evzina, 
D

iClem
ente

（2005

）］
を
参
照
）。

8.　

基
本
情
報
に
つ
い
て
は
［Stanley

（1971

）］
を
参
照
。

9.　

ラ
イ
フ
ル
の
ビ
ッ
グ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
が
悪
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
の
は
、
一
八
七
四
年
、
テ
キ
サ
ス
州
パ
ン
ハ
ン
ド
ル
の
ア
ド
ビ
ウ
ォ

ー
ル
ズ
に
あ
る
交
易
所
で
、
三
〇
人
ほ
ど
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
と
、
数
百
人
の
コ
マ
ン
チ
族
、
シ
ャ
イ
ア
ン
族
、
カ
イ
オ
ワ
族

の
戦
士
た
ち
と
の
あ
い
だ
で
戦
闘
が
発
生
し
た
と
き
だ
。
三
日
目
に
、
ハ
ン
タ
ー
の
ひ
と
り
ビ
リ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
、
本
人
も
認
め
る
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ラ
ッ
キ
ー
シ
ョ
ッ
ト
だ
っ
た
と
は
い
え
、
一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
に
い
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
長お

さ

を
殺
害
し
た
の
だ
。
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ア
メ
リ
カ
ン
側
が
戦
闘
の
終
結
に
動
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

10.　

［A
lthaus

（2014

）］

11.　

こ
の
種
の
概
要
レ
ベ
ル
の
数
字
は
、
異
質
な
集
団
を
統
合
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
学
校
の
よ
う
な
同
質
性
の
高
い

場
所
の
再
生
産
数
は
一
般
的
な
集
団
よ
り
も
か
な
り
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
お
お
ぜ
い
の
人
や
広
範
な
地
域
に
関
係
す
る
こ
の
よ

う
な
推
計
は
、
大
規
模
な
集
団
を
対
象
に
、
時
間
を
か
け
て
多
く
の
事
例
を
観
察
し
た
結
果
を
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
綿

密
に
分
析
し
た
情
報
は
、
伝
染
を
食
い
と
め
る
た
め
の
施
策
の
設
計
に
も
使
わ
れ
る
。
本
書
の
文
脈
で
は
概
要
レ
ベ
ル
の
数
字
し
か
あ
げ

な
い
が
、
そ
れ
で
も
物
事
の
本
質
を
と
ら
え
る
の
に
役
立
つ
。

12.　

あ
る
集
団
の
一
部
だ
け
や
あ
る
地
域
の
一
部
だ
け
で
疾
病
の
再
生
産
数
が
一
を
超
え
る
こ
と
が
あ
り
、
た
と
え
一
部
で
あ
っ
て
も
そ

れ
が
や
が
て
集
団
の
か
な
り
の
部
分
や
境
界
の
外
に
ま
で
広
が
っ
た
り
す
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
［Jackson, López Pintado

（2013

）］
で
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

13.　

シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
社
会
の
幸
福
度
を
測
る
方
法
を
考
え
る
う
ち
に
、
「
外
部
性
」
を
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
彼
よ

り
一
、
二
世
代
早
く
生
ま
れ
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
や
ジ
ェ
レ
ミ
・
ベ
ン
サ
ム
な
ど
の
哲
学
者
た
ち
が
、
や
は
り
社
会

の
幸
福
度
の
測
定
方
法
を
つ
く
る
過
程
で
外
部
性
に
取
り
く
ん
だ
が
、
彼
ら
は
そ
の
概
念
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
［Sm

ith

（1776

）］
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
［M

arshall

（1890

）］
ら
経
済
学
者
は
、
市
場
の
効
率
性

と
の
関
連
で
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
言
及
し
て
は
い
た
も
の
の
、
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
見
解
や
著
作
を
よ
く
知
っ
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
に
し
ろ
他

の
経
済
学
者
に
し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
は
外
部
性
に
つ
い
て
深
く
論
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。
外
部
性
の
克
服
に
は
多
く
の
場
合
、
規
制
や
課
税

な
ど
政
府
の
介
入
を
伴
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
何
か
の
施
策
の
大
部
分
を
抱
え
こ
ん
で
実
行
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
遂
行
能
力
を
疑
問
視

し
て
い
た
ら
し
い
マ
ー
シ
ャ
ル
が
外
部
性
の
ト
ピ
ッ
ク
を
避
け
た
こ
と
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
一
九
二
〇
年
に
外
部
性
を
真
正
面
か
ら

論
じ
た
ア
ー
サ
ー
・
セ
シ
ル
・
ピ
グ
ー
の
名
を
、
多
く
の
経
済
学
者
が
外
部
性
と
関
連
づ
け
て
記
憶
し
て
い
る
。
ピ
グ
ー
が
外
部
性
を
論

じ
た
理
由
の
一
部
は
お
そ
ら
く
、
一
九
一
三
年
に
ア
ル
イ
ン
・
ヤ
ン
グ
が
お
こ
な
っ
た
批
評
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
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い
。
ア
ル
イ
ン
・
ヤ
ン
グ
は
、
ピ
グ
ー
の
過
去
の
論
文
（W

ealth and W
elfare, 1912

、
邦
訳
『
富
と
厚
生
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
で

は
外
部
性
の
効
果
が
さ
ら
り
と
し
か
触
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
本
来
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
は
本
格
的
に
取
り
く
む
べ
き
も
の
で
あ

る
と
唱
え
た
の
だ
（［Y

oung

（1913

）］
の
六
七
六
ペ
ー
ジ
参
照
。
ヤ
ン
グ
の
論
文
を
私
に
教
示
し
て
く
れ
た
ケ
ン
・
ア
ロ
ー
に
感
謝
す

る
）。
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
、
ロ
ナ
ル
ド
・
コ
ー
ス
の
論
文
お
よ
び
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｍ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
ク
レ
イ
グ
・
ス
タ
ブ
ル
バ

イ
ン
が
共
同
執
筆
し
た
論
文
が
登
場
し
、
外
部
性
は
よ
う
や
く
現
代
的
な
思
考
体
系
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（［C

oase

（1960
）］、
［B

uchanan, Stubblebine

（1962

）］）。
た
だ
し
、
そ
の
手
前
の
時
期
に
も
、
［K

night

（1924

）］、
［Scitovsky

（1954

）］
な
ど
、
外
部
性
の
テ
ー
マ
に
取
り
く
ん
だ
研
究
は
あ
る
。
ま
た
、
［A

rrow

（1969

）］
で
み
ご
と
な
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

14.　

こ
れ
は
、
外
部
性
を
広
く
と
ら
え
た
、
現
代
的
な
定
義
で
あ
る
。
あ
る
人
の
他
者
へ
の
ふ
る
ま
い
が
意
図
的
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

ひ
と
り
の
喫
煙
か
ら
タ
イ
ヤ
工
場
に
よ
る
環
境
汚
染
ま
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ふ
る
ま
い
に
当
て
は
ま
る
。
ウ
ェ
ブ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強

化
す
る
公
開
暗
号
キ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
誰
か
が
思
い
つ
い
た
よ
う
な
正
の
外
部
性
も
あ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
誰
か
が
ず
る

0

0

を
す
る
よ

う
な
負
の
外
部
性
も
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
外
部
性
は
偶
発
的
に
生
じ
、
喫
煙
と
い
う
行
為
の
よ
う
に
、
外
部
性
を
作
用
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
（
わ
ざ
と
副
流
煙
の
害
を
撒
き
ち
ら
し
た
く
て
）
行
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
外
部
性
を
意
図
し
た
ふ
る
ま
い
も
あ

り
、
た
と
え
ば
誰
か
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
書
い
て
、
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
公
開
す
る
場
合
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
定
義
に
は
若
干
あ

い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
誰
か
が
別
の
誰
か
を
殴
る
こ
と
は
本
書
で
意
図
し
た
外
部
性
で
は
な
い
の
に
、
本
文
の
定
義
の
も
と
で
は

そ
れ
も
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
単
純
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
外
部
性
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
現
れ
る
多
彩
な
現
れ
方
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
、
過
度
に
定
義
を
広
く
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
っ
て
も
筆
者
は
こ
の
定
義
に
こ
だ
わ
る
つ
も
り
だ
。

15.　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
で
の
外
部
性
に
は
多
く
の
形
態
が
あ
る
。
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
特
別
な
形
態
と
混
同

し
て
は
い
け
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
は
、
何
か
の
、
た
と
え
ば
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
消
費
価
値
が
、
ほ
か
に
何
人
が
同
じ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
を
指
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
で
は

あ
る
も
の
の
、
本
書
の
執
筆
に
と
っ
て
は
も
っ
と
注
意
を
向
け
る
べ
き
外
部
性
が
ほ
か
に
あ
る
。

16.　

Pew
 Research Center Internet Project Survey, A

ugust 7–Septem
ber 16, 2013, http://w

w
w

.pew
research.org/fact-

tank/2014/02/03/w
hat-people-like-dislike-about-facebook/.
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17.　

［U
gander, K

arrer, Backstrom
, M

arlow

（2011

）］

18.　

［Backstrom
, Boldi, Rosa, U

gander, V
igna

（2012

）］

19.　

数
学
的
に
最
初
に
分
析
し
た
の
は
［Solom

onoff, R
apoport

（1951

）］
で
、
の
ち
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
ラ
ン
ダ
ム
グ
ラ
フ
理
論
の
基
礎
を
固
め
た
［Erdő s, Rényi

（1959, 1960

）］
に
よ
っ
て
よ
り
深
い
探
求
が
な
さ
れ
て
い
る
。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
こ
ろ
［Gilbert

（1959

）］
も
独
自
の
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

20.　

［T
ravers, M

ilgram
（1969

）］
に
、
詳
し
い
追
跡
調
査
の
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

21.　

［D
odds, M

uham
ad, W

atts
（2003

）］
を
参
照
。

22.　

こ
の
問
い
へ
の
答
え
は
重
要
だ
が
、
他
の
著
作
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
で
は
基
本
的
な
考
察
に
触
れ
る
に

と
ど
め
る
。
詳
し
い
説
明
は
［W

atts

（1999

）］、
数
学
的
な
探
求
に
つ
い
て
は
［Jackson

（2008a

）］
が
参
考
に
な
る
。

23.　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
以
外
に
も
広
げ
て
一
般
化
す
る
と
、
あ
る
特
定
の
個
人
に
知
ら
れ
て
い
る
人
の
数
（“
知
る
”
と
は
、
過
去
二
年
間

で
な
ん
ら
か
の
接
触
が
あ
り
、
相
互
に
接
触
が
可
能
な
状
況
を
指
す
も
の
と
す
る
）
は
、
統
計
手
法
と
対
象
集
団
に
よ
っ
て
か
な
り
幅
は

あ
る
が
、
だ
い
た
い
数
百
人
か
ら
数
千
人
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
［M

cC
arty, K

illw
orth, B

ernard, Johnsen

（2001

）］
お
よ
び

［M
cCorm

ick, Salganik, Zheng

（2010

）］
を
参
照
。

24.　

ほ
か
の
人
に
は
自
分
よ
り
多
く
友
だ
ち
が
い
る
よ
う
に
見
え
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
と
、
ダ
イ
ア
ナ
の
複
数
の
友
だ
ち

が
ダ
イ
ア
ナ
を
介
さ
ず
に
直
接
、
友
だ
ち
同
士
で
あ
る
─
─
リ
ー
チ
し
た
人
の
な
か
の
新
し
い
友
だ
ち
の
人
数
が
減
る
─
─
確
率
を
考
え

に
入
れ
る
と
、
こ
の
二
〇
〇
人
と
い
う
数
字
は
ま
あ
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
数
学
的
に
考
察
す
れ
ば
、
簡
略
化
し
た
計
算
に
は
ふ
た
つ

の
問
題
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
す
べ
て
の
段
階
の
す
べ
て
の
友
だ
ち
が
「
新
し
い
友
だ
ち
」
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
す
で
に
別
の
段
階
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で
リ
ー
チ
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ネ
イ
バ
ー
（
仲
間
）
が
拡
大
す
る
速
度
を
実
際
よ
り
高
く
見
積
も
っ
た
こ
と
。
あ
る
ユ
ー
ザ

ー
の
友
だ
ち
の
友
だ
ち
の
何
人
か
は
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
直
接
の
友
だ
ち
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
ダ
イ
ア
ナ
が
エ
ミ
リ

ー
と
リ
サ
の
友
だ
ち
で
、
エ
ミ
リ
ー
と
リ
サ
も
互
い
に
友
だ
ち
だ
と
し
た
ら
、
ダ
イ
ア
ナ
か
ら
二
ス
テ
ッ
プ
分
の
経
路
を
進
む
と
エ
ミ
リ

ー
も
リ
サ
も
も
う
一
度
数
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
ス
テ
ッ
プ
あ
た
り
、
ひ
と
り
に
二
〇
〇
人
ず
つ
新
し
い
友
だ
ち

が
い
た
と
し
て
も
、
通
常
は
そ
こ
に
二
重
カ
ウ
ン
ト
が
発
生
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
ス
テ
ッ
プ
の
新
し
い
友
だ
ち
は
半
分
だ
と
控
え
め

に
計
算
し
た
場
合
で
も
、
四
ス
テ
ッ
プ
進
め
ば
二
〇
〇
×
一
〇
〇
×
一
〇
〇
×
一
〇
〇
＝
二
億
人
に
な
る
（
早
期
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
新
し

い
友
だ
ち
の
数
を
半
分
よ
り
多
く
見
積
も
り
、
後
期
に
は
低
く
す
る
と
い
う
計
算
方
法
も
あ
り
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
や
や
精
度
が
高
い
だ

ろ
う
。
だ
が
、
集
団
の
ほ
ぼ
全
員
に
リ
ー
チ
す
る
の
は
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
た
め
、
そ
の
と
き
の
ス
テ
ッ
プ
の
友
だ
ち
が
ほ
と
ん
ど

新
し
い
友
だ
ち
に
な
る
の
は
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
に
到
達
し
て
か
ら
と
な
る
）。
五
番
目
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
七
億
二
〇
〇
〇
万
人
と
な
り
、
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
ふ
た
り
を
と
っ
て
も
そ
の
平
均
の
距
離
は
四
・
七
と
し
た
［U

gander, K
arrer, B

ackstrom
, M

arlow

（2011

）］
の
知
見
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
計
算
の
ふ
た
つ
目
の
問
題
は
、
ど
の
友
だ
ち
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
同
じ
数
の
別
の

友
だ
ち
を
連
れ
て
く
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
集
団
の
成
分
は
か
な
り
不
均
質
で
あ
り
、
現
実
に
は
ひ
と
り
の
友

だ
ち
が
五
〇
〇
人
の
新
し
い
友
だ
ち
に
リ
ー
チ
し
た
り
、
ほ
と
ん
ど
誰
に
も
リ
ー
チ
し
な
か
っ
た
り
す
る
。
た
だ
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

大
き
く
、
次
数
が
平
均
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
消
失
す
る
。
こ
れ
は
、
無
作
為
な
場
所
で
リ
ン
ク
が
一
様
に
形
成

さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
研
究
し
た
、
原
注
19
で
も
既
出
の
［Erdő s, Rényi

（1959, 1960

）］
で
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
現

在
で
は
は
る
か
に
緻
密
な
ラ
ン
ダ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
［Jackson

（2008b

）］）。
大
数
の
法
則
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
当
て
は
ま
り
、
個
か
ら
個
へ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
無
視
す
る
概
算
を
用
い
る
こ
と
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う

な
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
め
、
多
く
の
環
境
で
き
わ
め
て
正
確
で
あ
る
。

25.　

“A
 Few

 T
hings Y

ou 

（Probably

） D
on ’t K

now
 A

bout T
hanksgiving

”
（
感
謝
祭
に
つ
い
て
た
ぶ
ん
あ
な
た
が
知
ら
な
い

こ
と
）, Becky Little, N

ational G
eographic, N

ovem
ber 21, 2016. 

26.　

比
較
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［M

arvel, M
artin, D

oering, Lusseau, N
ew

m
an

（2013

）］
を
参
照
。

27.　

［Cesaretti, Lobo, Bettencourt, O
rtm

an, Sm
ith

（2016

）］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
世
の
都
市
に
は
現
代
と
同
様
に
、
多
く
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の
機
能
を
共
有
す
る
社
会
的
・
空
間
的
な
構
造
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
中
世
で
は
現
代
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
く
の
人
が
地
方
に
住
み
、
旅

行
な
ど
の
移
動
は
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。
［Ferguson

（2018

）］
も
参
照
。

28.　

［V
alentine

（2006

）］

29.　

詳
し
く
は
［A

ltizer, 

他
（2006

）］
を
参
照
。

30.　

こ
の
テ
ー
マ
を
詳
し
く
論
じ
た
文
献
に
［D

iam
ond

（1997

）］
が
あ
る
。

31.　

［Shulm
an, Shulm

an, Sim
s

（2009

）］

32.　

［Schm
itt, N

ordyke

（2001
）］

33.　

［Shilts

（1987

）］
な
ど
に
詳
し
い
。 

34.　

［Lau, 

他
（2017

）］

35.　

［Godfrey, M
oore, N

elson, Bull

（2010

）］

36.　

拡
大
ラ
イ
セ
ン
ス
を
介
し
た
、Barbulat/Shutterstock.com
（V

ectorstock

）
の
画
像
。

37.　

こ
の
事
例
の
中
心
性
（
人
気
度
）
と
相
関
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
ム
カ
シ
ト
カ
ゲ
の
も
つ
テ
リ
ト
リ

ー
の
大
き
さ
は
そ
の
ひ
と
つ
で
、
マ
ダ
ニ
が
身
体
に
つ
く
確
率
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
環
境
で

実
験
し
な
け
れ
ば
、
ほ
か
の
説
明
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
微
小
な
ダ
ニ
の
付
着
に
は
中
心
性
と
の
相
関
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、

テ
リ
ト
リ
ー
と
ダ
ニ
の
大
き
さ
と
の
相
関
は
あ
る
ら
し
い
と
言
え
そ
う
だ
。
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38.　

［Godfrey

（2013

）］

39.　

［Christakis, Fow
ler

（2010

）］

40.　

た
だ
し
、
感
染
の
面
で
も
、
高
い
中
心
性
（
人
気
度
が
高
い
）
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
場
合
、
仲
間
と
の

接
触
が
多
い
個
体
ほ
ど
シ
ラ
ミ
が
少
な
い
。
［D

uboscq, Rom
ano, Sueur, M

acIntosh

（2016

）］
が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ

に
も
季
節
的
影
響
が
関
係
し
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
あ
い
だ
の
接
触
形
態
で
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
真
に
親
密
な
個
体
同
士
で
互
い
に
シ

ラ
ミ
の
卵
な
ど
を
取
り
あ
う
毛
づ
く
ろ
い
だ
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
接
触
に
よ
っ
て
シ
ラ
ミ
が
個
体
間
を
移
動
す
る
可
能
性
は
高
ま
る
が
、

同
時
に
シ
ラ
ミ
が
取
り
の
ぞ
か
れ
る
可
能
性
も
高
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
。
高
い
中
心
性
は
、
多
く
の
個
体
と
の
毛
づ
く
ろ
い
に
つ
な
が
り
、

結
果
的
に
シ
ラ
ミ
が
減
る
と
考
え
ら
れ
る
。

41.　

［Bajardi, 

他
（2011

）］

42.　

［Cow
ling, 

他
（2010

）］

43.　

D
onald G. M

cN
eil Jr., 

“In Reaction to Zika O
utbreak, Echoes of Polio Global H

ealth

”
（
ジ
カ
熱
の
大
流
行
へ
の
反
応

と
世
界
の
健
康
に
お
け
る
ポ
リ
オ
の
エ
コ
ー
）, N

ew
 Y

ork T
im

es, A
ugust 29, 2016. 

44.　

例
と
し
て
は
［Ferguson, 

他
（2006

）］
が
参
考
に
な
る
。

45.　

ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
は
例
年
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
視
聴
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
二
〇
一
六
年
に
は
、
人
口
の
三
分
の
一
以
上
が
テ
レ
ビ

で
観
戦
し
た
。
ア
メ
リ
カ
外
で
の
視
聴
者
も
多
少
は
い
る
が
、
世
界
的
な
視
聴
者
数
を
誇
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視
聴
者
数
が
歴
代
最
多
だ
っ
た
と
さ
れ
る
）
と
比
べ
る
と
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
は
小
さ

い
イ
ベ
ン
ト
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
ゲ
ー
ム
は
実
質
的
に
は
ア
メ
リ
カ
限
定
だ
っ
た
。
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第
四
章
　
つ
な
が
り
す
ぎ
て
い
て
つ
ぶ
せ
な
い
─
─
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1.　

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
年
間
三
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
一
万
四
〇
〇
〇
ト
ン
）
以
上
生
産
す
る
主
要
生
産
国
は
三
〇
カ
国
以
上
あ
る
。
ス
タ

ー
バ
ッ
ク
ス
や
コ
ス
タ
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ェ
ー
ン
は
、
政
情
不
安
や
天
候
不
良
の
せ
い
で
あ
る
地
域
の
生
産
量
が
一
時

的
に
減
少
し
た
場
合
に
は
、
別
の
産
地
に
切
り
か
え
て
し
の
ぐ
。
世
界
の
商
品
相
場
は
変
動
し
や
す
く
、
コ
ー
ヒ
ー
相
場
も
例
外
で
は
な

い
の
で
、
消
費
者
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
コ
ー
ヒ
ー
を
届
け
よ
う
と
す
る
企
業
は
、
突
発
的
な
生
産
量
の
変
動
に
直
撃
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
国
に
買
い
つ
け
先
を
分
散
し
て
い
る
。

2.　

こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
、
ポ
ー
ル
・
キ
ー
ル
が
レ
ポ
ー
ト
し
た
シ
ー
ラ
・
ラ
モ
ス
の
物
語
の
一
部
で
し
か
な
い
。
全
文
は
、
二
〇
一

二
年
に
プ
ロ
パ
ブ
リ
カ
が
発
行
し
た
記
事
“T

he Great A
m

erican Foreclosure Story: T
he Struggle for Justice and a Place 

to Call H
om

e

”
（
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
の
差
し
お
さ
え
物
語
─
─
正
義
と
家
の
た
め
の
苦
闘
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

3.　

フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
は
連
邦
住
宅
抵
当
公
庫
（
Ｆ
Ｎ
Ｍ
Ａ
）
の
通
称
で
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
は
連
邦
住
宅
金
融
抵
当
公
庫
（
Ｆ
Ｈ
Ｌ
Ｍ

Ｃ
）
の
通
称
で
あ
る
。
両
機
関
は
ア
メ
リ
カ
中
か
ら
債
権
を
集
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
担
保
証
券
や
、
よ
り
一
般
的
な
債
務
担
保
証
券
に
分
割

し
て
包
装
し
な
お
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
市
場
で
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｍ
Ａ
（
連
邦
政
府
抵
当
金
庫
）、
通
称
ジ

ニ
ー
メ
イ
が
あ
り
、
こ
こ
は
退
役
軍
人
を
対
象
に
し
た
ロ
ー
ン
や
低
所
得
者
住
宅
の
ロ
ー
ン
、
そ
の
他
の
政
府
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
特
化
し
た

政
府
系
機
関
だ
っ
た
。
ジ
ニ
ー
メ
イ
も
規
模
が
大
き
く
、
当
時
、
苦
難
を
経
験
し
た
が
、
本
書
の
ト
ピ
ッ
ク
と
は
か
か
わ
り
が
薄
い
。

4.　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
が
掛
け
て
お
く
保
険
の
一
種
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
担
保
証
券

の
よ
う
な
債
務
担
保
証
券
の
支
払
い
が
滞
っ
た
と
き
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
金
額
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
あ

る
企
業
が
住
宅
ロ
ー
ン
担
保
証
券
を
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
か
ら
買
う
の
な
ら
、
か
つ
て
な
ら
起
こ
り
そ
う
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
リ

ー
マ
ン
が
借
金
を
払
え
な
く
な
る
と
い
う
事
態
に
備
え
て
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
か
ら
の
保
険
も
買
っ
て
お
く
の
だ
。
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5.　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
［Elliott, Golub, Jackson

（2014

）］
に
詳
し
い
。

6.　

手
持
ち
資
金
の
変
動
に
伴
っ
て
他
行
と
の
短
期
貸
付
・
借
入
で
資
金
を
融
通
し
あ
っ
た
り
、
通
貨
間
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
備
え

て
通
貨
を
交
換
し
た
り
、
地
理
的
強
み
が
あ
る
た
め
に
と
き
に
融
資
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
投
資
が
地
元
偏
重
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ
を

中
長
期
的
な
投
資
で
調
整
し
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
双
方
に
利
益
の
出
る
取
引
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
銀

行
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
偏
り
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
何
が
い
け
な
い
の
か
と
思
う
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
各
銀
行
は
そ
れ

ぞ
れ
の
投
資
を
多
様
化
し
て
い
な
く
て
も
、
複
数
の
銀
行
の
株
を
買
っ
て
お
け
ば
複
数
の
銀
行
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
保
有
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
結
果
的
に
投
資
を
多
様
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
た
し
か
に
、
破
綻
の
可
能
性
や
そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
が
自
分
に
降

り
か
か
ら
な
い
か
ぎ
り
、
銀
行
自
体
の
多
様
化
が
充
分
で
な
く
て
も
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
。
だ
が
、
い
っ
た
ん
破
綻
が
起
こ
れ
ば
、

そ
の
損
失
は
自
分
に
と
っ
て
も
経
済
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
大
き
く
、
収
拾
が
つ
く
ま
で
貴
重
な
資
源
が
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
ま
っ
た
く

利
用
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
、
膨
大
な
時
間
と
法
務
コ
ス
ト
が
注
ぎ
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
処
理
コ
ス
ト
を
思
え
ば
、
ど

の
企
業
に
も
破
綻
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
い
っ
そ
う
強
く
な
る
。
破
綻
が
連
鎖
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
の
コ
ス
ト
は

膨
大
な
の
だ
。

7.　

た
だ
し
こ
れ
は
「（
ｃ
）
な
ら
安
全
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ど
の
銀
行
に
も
四
つ
か
ら
六
つ
程
度
の
接
続
し
か
な
く
、
一
つ
ひ
と

つ
の
つ
な
が
り
は
大
き
い
の
で
、
複
数
の
銀
行
で
同
時
に
大
規
模
な
デ
フ
ォ
ル
ト
が
起
こ
っ
た
ら
、
巻
き
こ
ま
れ
ず
に
い
る
の
は
む
ず
か

し
い
だ
ろ
う
。

8.　

こ
の
現
象
に
は
、
似
た
よ
う
な
金
融
機
関
を
ひ
と
く
く
り
に
同
類
視
す
る
風
潮
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が

破
綻
し
た
と
き
、
リ
ー
マ
ン
に
似
た
企
業
は
、
リ
ー
マ
ン
と
実
際
に
取
引
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
突
然
、
周
囲
か
ら
怪
し
ま

れ
る
存
在
に
な
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
世
界
各
国
の
銀
行
は
、
資
本
準
備
金
の
必
要
額
（
規
制
に
よ
り
手
元
に
置
い
て
お
く
べ
き
現
金

量
）
を
確
保
す
る
た
め
や
そ
の
他
の
短
期
的
な
ス
ム
ー
ジ
ン
グ
（
平
滑
化
）
の
た
め
に
ふ
つ
う
に
お
こ
な
っ
て
い
た
銀
行
間
の
短
期
（
翌

日
物
）
貸
出
を
減
ら
し
た
。
ど
の
銀
行
が
健
全
で
ど
の
銀
行
が
そ
う
で
な
い
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
取
引
が

消
え
さ
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
市
場
は
国
の
中
央
銀
行
が
乗
り
だ
し
て
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



21

原　注

9.　

［Bloom

（2009

）］
な
ど
が
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。

10.　

［Shiller

（2015

）］
な
ど
に
詳
し
い
。

11.　

著
名
人
の
言
動
で
世
間
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
。
注
目
さ
れ
て
い
る
人
が
、
あ
る
特
定
の
銀
行
や
金
融
企
業
を
“
信
用
で

き
な
く
な
っ
た
”
と
口
に
す
れ
ば
、
そ
の
話
を
信
じ
て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
著
名
人
に
注
目
し
て
い
る
人
た
ち
の
な
か
に
は
信

じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
恐
怖
を
感
じ
る
の
だ
。
著
名
人
の
も
つ
、
多
く
の
人
の
ふ
る
ま
い
を
関
連
づ
け
て
動
か
す
能
力
に
つ

い
て
は
、
［A

cem
oglu, Jackson

（2014

）］
が
参
考
に
な
る
。

12.　

［Branch

（2002

）］

13.　

残
り
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
内
訳
は
、
法
的
費
用
と
破
産
そ
の
も
の
に
伴
う
損
失
が
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
支
払
い
不
能
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
資
産
価
値
の
減
少
（
投
資
成
績
の
悪
化
な
ど
）
お
よ
び
手
仕
舞
い
し
て
資
産
を
売
却
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
資
産
価
値
の

減
少
が
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
破
産
に
よ
る
直
接
の
損
失
で
あ
り
、
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
の

損
失
の
う
ち
の
い
く
ら
か
は
資
産
を
投
げ
売
り
し
た
せ
い
で
あ
り
、
や
は
り
破
産
に
よ
る
損
失
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

14.　

https://w
w

w
5.fdic.gov/hsob/H

SO
BRpt.asp

参
照
。

15.　

分
離
を
是
と
す
る
か
否
と
す
る
か
は
、
利
害
の
衝
突
と
、
規
模
の
経
済
・
範
囲
の
経
済
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
ど
の
程
度
か
に
よ
っ
て

変
わ
っ
て
く
る
。
証
券
の
売
買
で
稼
ぎ
、
同
時
に
、
他
者
の
金
を
運
用
し
て
稼
ご
う
と
し
て
い
る
企
業
は
、
自
社
に
と
っ
て
儲
か
る
証
券

へ
と
顧
客
を
誘
導
し
よ
う
と
し
た
り
、
有
利
な
売
買
の
た
め
に
他
の
投
資
家
よ
り
先
に
精
度
の
高
い
情
報
を
得
よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の

だ
。
規
模
の
経
済
・
範
囲
の
経
済
の
恩
恵
に
つ
い
て
は
あ
と
で
ま
た
触
れ
る
。

16.　

コ
ア
・
周ペ

リ
フ
ェ
リ
ー辺

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
は
、
［W

ang

（2017
）］、
［F

arboodi

（2017

）］、
［H

ugonnier, 
Lester, W

eill

（2014

）］、
［Fricke, Lux

（2014

）］、
［van der Leij, in ’t V

eld, D
aan, H

om
m

es

（2016

）］、
［Gofm

an

（2011

）］、
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［Babus, H
u

（2017

）］
が
参
考
に
な
る
。

17.　

本
文
で
は
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
少
数
の
銀
行
が
大
半
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
握
る
状
況
に
は
、
強
大
な
市
場
支
配
力
を
い
い
こ
と
に
強

引
な
値
付
け
や
利
益
誘
導
を
お
こ
な
っ
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
境
界
を
自
社
に
有
利
な
よ
う
に
踏
み
こ
え
た
り
す
る
な
ど
、
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
る
。

18.　

［U
zzi

（1997

）］
参
照
。

19.　

こ
の
矢
印
は
わ
れ
わ
れ
の
論
文
（［Elliott, Golub, Jackson

（2014

）］）
で
示
し
た
指
標
に
沿
っ
て
お
り
、
間
接
的
な
債
務
も
含
ま

れ
て
い
る
。

20.　

［Baig, Goldfajn

（1999
）］
の
ア
ジ
ア
危
機
を
論
じ
た
箇
所
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
金
融
危
機
と
国
境
を
越
え
た
伝
播
の
背
景
に
つ

い
て
は
、
［Reinhart, Rogoff

（2009
）］、
［K

indelberger, A
liber

（2000

）］、
［N

eal, W
eidenm

ier

（2003

）］、
［K

am
insky, 

Reinhart, V
egh

（2003

）］
を
参
照
。

21.　

金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
監
視
す
る
む
ず
か
し
さ
に
つ
い
て
［B

attiston, 

他
（2016

）］
が
指
摘
し
て
い
る
。
金
融
市
場
で
相
転
移
や

急
激
な
状
況
変
化
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
投
資
を
誰
が
組
み
い
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
誰
が
参
加
し
て
い

る
の
か
の
測
定
が
実
態
と
少
し
ず
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
事
態
悪
化
の
リ
ス
ク
を
か
な
り
低
く
見
積
も
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

22.　

金
融
市
場
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
［A

dm
ati, H

ellw
ig

（2013

）］、
［A

dm
ati

（2016

）］
を
参
照
。

23.　

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
［Lucas

（2013

）］
を
参
照
。

24.　

動
く
標
的
を
規
制
す
る
む
ず
か
し
さ
に
加
え
、
自
身
の
資
金
を
自
分
で
運
用
す
る
金
融
系
企
業
に
規
制
を
か
け
る
こ
と
に
は
別
の
問
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題
も
生
じ
る
。
投
資
を
規
制
す
れ
ば
、
規
制
の
対
象
と
な
っ
た
企
業
は
多
様
性
が
よ
り
低
い
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
へ
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
銀
行
に
は
何
に
投
資
し
て
よ
い
か
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
一
部
の
銀
行
は
、
も
つ
こ
と
が
許
さ
れ
、
比
較

的
金
利
も
高
か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
国
債
を
大
量
に
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
投
資
の
規
制
と
制
限
は
、
規
制
さ
れ
た
企
業
の
と
り
う
る
選

択
肢
を
狭
め
る
た
め
、
投
資
の
制
限
が
負
の
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
作
用
す
れ
ば
、
多
く
の
銀
行
が
同
時
に
債
務
不
履
行
状
態
に
陥
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

25.　

二
〇
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
現
実
世
界
で
の
「
破
裂
」
は
二
〇
〇
八
年
ま
で
続
い
た
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
リ
ー
ダ
ム
・
モ
ー
ゲ

ー
ジ
社
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
・
レ
ン
ダ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
社
、
Ｄ
Ｒ
ホ
ー
ト
ン
社
、
カ
ン
ト
リ
ー
ワ
イ
ド
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
社
、

ニ
ュ
ー
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
社
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ホ
ー
ム
・
モ
ー
ゲ
ー
ジ
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
社
、
ア
メ
リ
ク
エ
ス
ト

社
な
ど
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
貸
付
、
建
設
関
係
の
企
業
が
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
。
続
い
て
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
、
ノ
ー
ザ
ン

・
ロ
ッ
ク
、
イ
ン
デ
ィ
マ
ッ
ク
、
ベ
ア
ー
・
ス
タ
ー
ン
ズ
か
ら
、
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
な
ど
銀
行
や
投
資
銀
行
に
広
が
っ

た
。
時
間
を
置
か
ず
、
メ
リ
ル
リ
ン
チ
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
な
ど
、
多
く
の
銀
行
・
投
資
銀

行
が
売
却
や
倒
産
の
憂
き
目
を
見
た
。
保
険
会
社
の
Ａ
Ｉ
Ｇ
は
膨
れ
あ
が
っ
た
債
務
の
た
め
に
政
府
か
ら
巨
額
の
支
援
を
受
け
た
。
二
〇

〇
八
年
秋
に
は
、
窮
地
に
陥
っ
た
銀
行
の
資
産
を
割
増
価
格
で
国
が
買
い
と
る
七
〇
〇
〇
億
ド
ル
の
不
良
資
産
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
連
邦

議
会
を
通
過
し
、
一
一
月
に
は
つ
い
に
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
が
八
〇
〇
〇
億
ド
ル
の
追
加
金
融
対
策
を
発
表
し
、
そ
の
う
ち
半
分
以
上

の
資
金
が
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
と
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
の
不
良
債
権
の
買
い
と
り
に
充
て
ら
れ
た
。

26.　

影
響
が
広
範
に
及
ぶ
の
は
、
銀
行
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
の
投
資
を
相
互
に
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
力
が
あ
る
せ

い
で
も
あ
る
。
一
部
の
金
融
機
関
は
限
ら
れ
た
種
類
の
資
産
し
か
保
持
を
許
さ
れ
ず
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
制
約
を
課
さ
れ
る
（
原
注
24

も
参
照
）。
金
融
機
関
は
ま
た
、
よ
り
多
く
の
顧
客
を
得
よ
う
と
投
資
成
績
を
競
い
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
大
失
敗
を
避
け
、
顧
客
基

盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
結
局
ど
こ
も
似
た
よ
う
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
な
り
が
ち
で
、
顧
客
か
ら
す
れ
ば
ど
の
企
業
と
取
引
し
て
も

た
い
し
た
ち
が
い
が
な
い
。
さ
ら
に
「
群
集
心
理
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
人
は
同
じ
投
資
へ
と
い
っ
せ
い
に
走
り
や
す
い
（
こ
れ
に
つ

い
て
は
第
七
章
で
取
り
あ
げ
る
ほ
か
、
［Scharfstein, Stein

（1990

）］
と
［Froot, Scharfstein, Stein

（1992

）］
も
参
考
に
な
る
）。

27.　

二
〇
一
一
年
一
月
、
連
邦
政
府
公
式
版
。
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28.　

バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
ド
イ
ツ
銀
行
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク

ス
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
、
ロ
イ
ヤ
ル
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ソ
シ
エ
テ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
ど
。 

29.　

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
六
人
は
民
主
党
に
、
四
人
は
共
和
党
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
当
然
な
が
ら
、
金
融
危
機
に
規
制
が
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
も
、
規
制
し
な
い

0

0

0

0

0

こ
と
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
も
、
危
機
の
責
任
は
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
見

解
は
ま
っ
た
く
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は
、
危
機
の
連
鎖
こ
そ
が
危
機
の
核
心
で
あ
り
、
政
府
の
介
入
を
正
当
化
す
る
重

要
な
因
子
で
あ
る
こ
と
で
は
意
見
が
一
致
し
た
。
な
お
、
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
と
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
の
負
債
を
政
府
が
肩
代
わ
り
し
た
こ
と
の

意
義
を
問
い
な
お
す
な
か
で
、
報
告
書
に
次
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
「
銀
行
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
や
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
発
行
し
た
債
券
の
か
た
ち
で
す
べ
て
の
資
産
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
や
フ
レ
デ
ィ
マ

ッ
ク
の
発
行
し
た
債
券
な
ら
安
心
し
て
す
べ
て
を
保
有
で
き
る
。
同
じ
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
各
国
の
多
く
の
投
資
家
に
も
当
て
は
ま

る
。
彼
ら
は
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
や
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
を
政
府
支
援
企
業
（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
と
見
な
し
、
完
全
に
安
全
な
債
券
と
し
て
自
社
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
で
の
比
重
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
っ
た
。
政
策
立
案
者
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｅ
の
債
券
の
評
価
額
を
減
じ
た
り
す
れ
ば
、
多
く
の
金

融
機
関
が
抱
え
る
取
引
相
手
の
リ
ス
ク
が
一
気
に
破
裂
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
で
破
綻
が
連
鎖
す
る
引
き
金
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。

し
か
も
Ｇ
Ｓ
Ｅ
の
債
券
は
、
短
期
融
資
市
場
の
担
保
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
、
債
務
が
不
履
行
に
な
る
と
、
実
態
以
上
に
大
き
な
信
用
収

縮
を
一
気
に
引
き
お
こ
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
」

第
五
章
　
同
類
性
─
─
分
か
れ
て
住
む

1.　

ひ
と
つ
の
カ
ー
ス
ト
の
な
か
に
す
っ
き
り
と
納
ま
ら
な
い
ジ
ャ
ー
テ
ィ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
は
ふ
た
つ
の
ヴ
ァ
ル
ナ
を
ま

た
い
で
工
業
の
従
事
者
と
武
人
の
両
方
を
含
ん
で
い
た
集
団
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
九
世
紀
に
ひ
と
つ
の
カ
ー
ス
ト
へ
と
押
し
こ

ま
れ
た
。

2.　

イ
ン
ド
応
用
経
済
研
究
所
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｒ
）
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
共
同
で
お
こ
な
っ
た
イ
ン
ド
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
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メ
ン
ト
調
査
（
Ｉ
Ｈ
Ｄ
Ｓ
）
よ
り
。http://ihds.info/.

3.　

［M
azzocco, Saini

（2012

）］
参
照
。
世
帯
そ
の
も
の
と
、
村
全
体
の
収
入
や
消
費
の
額
を
正
確
に
計
算
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
場

合
が
よ
く
あ
る
（
一
例
と
し
て
［Ravallion, Chaudhuri

（1997

）
が
参
考
に
な
る
］）
が
、
不
確
実
な
デ
ー
タ
か
ら
で
も
、
村
全
体
で
リ

ス
ク
を
完
全
に
共
有
す
る
こ
と
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
（［T

ow
nsend

（1994

）］、
［F

afcham
ps, Lund

（2003

）］、

［K
innan, T

ow
nsend

（2012

）］、
［Sam

phantharak, T
ow

nsend

（2018

）］
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
）。
［A

m
brus, M

obius, 
Szeidl

（2014
）］
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ご
と
の
独
特
の
構
造
を
掘
り
さ
げ
て
リ
ス
ク
共
有
の
力
学
に
迫
り
、
直
観
的
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
内
の
接
続
が
密
で
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
状
況
変
化
の
シ
ョ
ッ
ク
な
ら
村
人
同
士
が
助
け
あ
う
な
ど
し
て
乗

り
こ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
、
と
く
に
グ
ル
ー
プ
全
体
が
襲
わ
れ
た
場
合
に
は
、
外
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
助
け
が
必

要
に
な
る
。
そ
の
と
き
に
グ
ル
ー
プ
間
の
接
続
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
収
入
が
大
き
く
減
っ
た
と
き
で
も
カ
ー
ス
ト
を
超
え

て
助
け
あ
え
る
社
会
関
係
資
本
（
第
六
章
参
照
）
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
助
け
あ
い
は
抑
制
さ
れ
る
。
こ
れ
は
イ

ン
ド
の
村
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
貧
し
い
人
た
ち
が
一
時
的
な
収
入
減
の
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
こ
え
る
む
ず
か
し
さ
を

示
す
エ
ビ
デ
ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
が
っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
［Blundell, Pistaferri, Preston

（2008

）］
を
参
照
）。
一
方
、
［X

ing

（2016

）］
は
、
そ
う
し
た
非
効
率
な
リ
ス
ク
共
有
を
打
破
で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

4.　

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
と
そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
は
、
こ
の
高
校
の
小
さ
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
ま
と
ま
り
を
強
め
て
い
る
。

ま
と
ま
り
の
度
合
い
は
グ
ル
ー
プ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
、
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
は
自
分
た
ち
で
ま
と
ま
る
し
か
道
が
な
い
こ
と
も
あ

る
。
［Currarini, Jackson, Pin

（2009, 2010

）］
を
参
照
。

5.　

オ
ラ
ン
ダ
の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
で
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
て
い
る
。
バ
ス
・

ホ
フ
ス
ト
ラ
が
率
い
た
研
究
［H

ofstra, Corten, van T
ubergen, Ellisond

（2017

）］
に
よ
る
と
、
友
だ
ち
関
係
の
中
核
に
い
る
グ
ル

ー
プ
内
で
は
他
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
同
類
性
が
よ
り
強
く
、
民
族
に
よ
る
同
類
性
の
ほ
う
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
別
）
よ
り
も
強
か
っ
た
。

6.　

［Fryer

（2007

）］
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7.　

数
字
が
非
対
称
な
の
は
、
ホ
ワ
イ
ト
（
白
人
）
の
人
口
が
ア
フ
リ
カ
系
よ
り
も
か
な
り
大
き
い
か
ら
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
も

パ
タ
ー
ン
の
ち
が
い
が
生
じ
、
ア
フ
リ
カ
系
の
男
性
と
ホ
ワ
イ
ト
の
女
性
の
夫
婦
は
逆
の
組
み
あ
わ
せ
よ
り
も
は
る
か
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

8.　

膨
大
な
文
献
の
基
礎
と
な
る
情
報
と
し
て
は
［M

cPherson, Sm
ith-Lovin, C

ook

（2001

）］
を
参
照
。
よ
り
新
し
い
情
報
は

［Jackson, R
ogers, Zenou

（2017

）］
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
友
だ
ち
と
遺
伝
的
類
似
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
新
し
い
調

査
と
し
て
［Christakis, Fow

ler

（2014

）］、
［D

om
ingue, Belsky, Fletcher, Conley, Boardm

an, H
arris

（2018

）］
が
あ
る
。

9.　

［V
erbrugge

（1977

）］。
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ジ
は
二
四
〇
種
の
カ
テ
ゴ
リ
（
一
〇
歳
刻
み
の
年
齢
グ
ル
ー
プ
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、

職
業
な
ど
）
に
分
け
て
調
査
し
、
次
に
、
最
も
親
し
い
友
だ
ち
関
係
の
オ
ッ
ズ
比
（
訳
注
：
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
を
比
較
し
て
表
す
尺

度
）
を
計
算
し
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
が
い
ち
ば
ん
の
友
だ
ち
（
親
友
）
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
を
あ
げ
る
確
率
と
、
カ

ト
リ
ッ
ク
で
な
い
人
が
親
友
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
を
あ
げ
る
確
率
を
比
較
し
た
の
だ
。
オ
ッ
ズ
比
が
一
の
場
合
に
は
、
回
答
者
が
カ
ト
リ

ッ
ク
で
も
非
カ
ト
リ
ッ
ク
で
も
親
友
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
を
あ
げ
る
率
が
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
同
類
性
は
な

い
。
調
査
の
結
果
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
オ
ッ
ズ
比
は
デ
ト
ロ
イ
ト
で
六
・
三
、
ア
ル
ト
・
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
は
六
・
八
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
は
、
親
友
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
を
あ
げ
る
可
能
性
が
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
を
あ
げ
る
可
能
性
よ
り
六
倍
以
上
高
い

と
い
う
こ
と
だ
。
彼
女
が
調
査
し
た
二
四
〇
種
の
カ
テ
ゴ
リ
の
す
べ
て
で
オ
ッ
ズ
比
が
一
よ
り
大
き
く
、
そ
の
う
ち
二
二
五
種
は
統
計
的

に
有
意
な
差
が
あ
り
（
残
り
の
一
五
種
は
サ
ン
プ
ル
数
の
少
な
い
副
標
本
だ
っ
た
）、
オ
ッ
ズ
比
は
二
・
二
か
ら
八
一
の
幅
が
あ
っ
た
。
最

も
大
き
い
こ
の
八
一
は
、
年
齢
に
対
応
し
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
二
五
歳
未
満
の
人
が
親
友
と
し
て
二
五
歳
未
満
の
人
を
あ
げ
る
可
能
性

は
、
二
五
歳
以
上
の
人
を
あ
げ
る
可
能
性
よ
り
八
一
倍
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

10.　

本
文
に
あ
げ
た
の
は
東
ア
フ
リ
カ
の
部
分
だ
け
で
、
こ
の
地
溝
帯
の
北
端
は
レ
バ
ノ
ン
に
届
く
。
さ
ら
に
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ブ
ル
ン
ジ
、

ウ
ガ
ン
ダ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ザ
ン
ビ
ア
に
も
か
か
っ
て
い
る
。

11.　

［A
picella, 

他
（2012

）］
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12.　

教
育
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
婚
姻
の
同
類
性
が
強
ま
る
傾
向
に
つ
い
て
は
、
［Chiappori, Salanié, W

eiss

（2017

）］
な
ど
が
参
考
に
な

る
。

13.　

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
。

14.　

こ
の
箇
所
の
記
述
は
、
［Skopek, Schulz, Blossfeld

（2010

）］
の
分
析
を
も
と
に
し
て
い
る
。

15.　

［Skopek, Schulz, Blossfeld

（2010

）］
の
表
４
参
照
。
男
性
の
学
歴
が
自
分
と
同
レ
ベ
ル
だ
っ
た
と
き
の
女
性
の
返
信
率
は
標
準

よ
り
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
、
男
性
の
学
歴
が
自
分
よ
り
低
か
っ
た
と
き
の
返
信
率
は
標
準
よ
り
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
低
か
っ
た
。
女
性
の

学
歴
が
自
分
と
同
レ
ベ
ル
だ
っ
た
と
き
の
男
性
の
返
信
率
は
標
準
よ
り
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
、
女
性
の
学
歴
が
自
分
よ
り
低
か
っ
た
と

き
の
返
信
率
は
標
準
よ
り
九
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
低
く
な
か
っ
た
。

16.　

［Lin, Lundquist

（2013

）］
参
照
。

17.　

二
〇
一
三
年
に
公
共
宗
教
研
究
所
（
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
）
が
お
こ
な
っ
た
「
ア
メ
リ
カ
価
値
観
調
査
」
の
デ
ー
タ
に
よ
る
。
以
下
も
参
照
。

Robert P. Jones, 

“Self-Segregation: W
hy It ’s So H

ard for W
hites to U

nderstand Ferguson

”
（
自
己
隔
離
─
─
な
ぜ
白
人

は
フ
ァ
ガ
ー
ソ
ン
事
件
を
理
解
で
き
な
い
の
か
）, T

he A
tlantic, A

ugust 21, 2014; and C
hristopher Ingraham

, 

“T
hree 

Q
uarters of W

hites D
on ’t H

ave A
ny N

on-W
hite Friends

”
（
白
人
の
四
分
の
三
は
非
白
人
の
友
人
を
も
た
な
い
）, W

ashington 
Post, A

ugust 25, 2014.

18.　

［Bailey, Cao, K
uchler, Stroebel, W

ong

（2017

）］
の
図
13
と
図
７
参
照
。 

19.　

［K
enney

（2000

）］、
［H

w
ang, H

orow
itt

（2012

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

20.　

本
節
の
例
に
興
味
を
も
っ
た
か
た
は
、
ヴ
ィ
・
ハ
ー
ト
と
ニ
ッ
キ
ー
・
ケ
イ
ス
の
作
成
し
た
お
も
し
ろ
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
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イ
ト http://ncase.m

e/polygons/ 

に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

21.　

物
事
が
大
き
く
動
き
だ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
［Granovetter

（1978

）］、
［Rogers

（1995

）］、
［Gladw

ell

（2000

）］、

［Jackson, Y
ariv

（2011

）］
参
照
。

22.　

［Card, M
as, Rothstein

（2008

）］

23.　

［Easterly
（2009

）］

24.　

ほ
か
の
力
に
つ
い
て
は
第
八
章
で
取
り
あ
げ
る
。

25.　

か
つ
て
の
教
え
子
で
あ
っ
た
イ
ー
キ
ン
・
シ
ン
と
私
は
、
人
の
ふ
る
ま
い
を
予
測
す
る
能
力
が
そ
の
人
の
出
身
国
に
よ
っ
て
異
な
る

か
ど
う
か
を
研
究
し
た
［Jackson, X

ing
（2014

）］。
調
査
対
象
に
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
の
人
た
ち
を
選
ん
だ
。
彼
ら
は
ラ
ン
ダ
ム
に

誰
か
ひ
と
り
と
ペ
ア
を
組
み
、
金
を
分
け
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
与
え
ら
れ
る
。
ふ
た
り
は
そ
れ
ぞ
れ
、
平
等
に
分
け
る
か
、
ち
が
う
額

で
分
け
る
か
、
も
し
後
者
な
ら
ど
ち
ら
が
多
く
取
る
か
を
同
時
に
宣
言
す
る
。
彼
ら
は
意
見
が
一
致
し
た
と
き
し
か
金
を
も
ら
え
な
い
の

で
、
そ
の
た
め
に
は
、
ペ
ア
の
相
手
が
何
を
宣
言
す
る
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
イ
ン
ド
人
の
被
験
者
の
場
合
に
は
平
等
に

分
け
よ
う
と
宣
言
し
た
の
は
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
ア
メ
リ
カ
人
で
は
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、
ペ
ア

の
相
手
が
同
国
人
だ
と
宣
言
を
よ
り
正
確
に
予
測
で
き
、
そ
う
で
な
い
ペ
ア
よ
り
も
よ
り
多
く
の
金
を
獲
得
で
き
た
点
だ
。
私
自
身
は
、

平
等
に
分
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
国
ご
と
の
ち
が
い
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。
被
験
者
ペ
ア
の
互
い
の
宣
言
の
予

測
が
食
い
ち
が
っ
た
原
因
の
多
く
は
、
別
の
国
の
人
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
ふ
る
ま
う
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
他
の
研
究

者
も
、
文
化
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
き
た
。
ジ
ョ
ー
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
を
筆
頭
に
し
た
経
済
学
者
と
人

類
学
者
の
グ
ル
ー
プ
［H

enrich, 

他
（2001

）］
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
社
会
を
対
象
に
、
社
会
性
の
あ
る
（
利
他
的
な
）
ふ
る
ま
い
の
レ

ベ
ル
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
分
中
心
の
利
己
的
な
ふ
る
ま
い
は
市
場
と
の
か
か
わ
り
が
薄
い
文
化
で
多
く
な
り
、
市
場
と
の
か
か

わ
り
が
増
え
る
ほ
ど
社
会
性
の
あ
る
（
利
他
的
な
）
ふ
る
ま
い
が
増
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
市
場
が

機
能
す
る
に
は
人
の
社
会
性
と
協
調
が
不
可
欠
だ
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
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26.　

友
だ
ち
同
士
の
行
動
は
似
る
と
い
う
事
実
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
通
じ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
拠
点
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
カ
国
で
小
口
融

資
を
お
こ
な
う
ク
レ
デ
ィ
テ
ッ
ク
と
い
う
企
業
が
あ
る
。
見
込
み
客
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
ア
カ
ウ
ン
ト
に
許
可
を
得
て
ア
ク
セ
ス

し
、
見
込
み
客
の
友
だ
ち
に
ク
レ
デ
ィ
テ
ッ
ク
の
ロ
ー
ン
を
焦
げ
つ
か
せ
た
者
が
い
れ
ば
、
見
込
み
客
自
身
の
申
し
こ
み
を
却
下
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
。
一
方
で
、
見
込
み
客
の
友
だ
ち
が
き
ち
ん
と
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
申
し
こ
み
を
受
け
る
可
能
性
が

高
く
な
る
（
二
〇
一
三
年
二
月
九
日
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
紙
の
記
事
“Lenders A

re T
urning to Social M

edia to A
ssess 

Borrow
ers

”
（
借
り
手
の
評
価
に
貸
し
手
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
は
じ
め
た
）
よ
り
）。

27.　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
エ
ド
リ
ン
グ
、
ジ
ェ
ン
ス
・
ラ
イ
ド
グ
レ
ン
、
リ
カ
ー
ド
・
サ
ン
デ
ル
［E

dling, R
ydgren, Sandell

（2016

）］
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
数
百
万
人
分
の
住
民
登
録
台
帳
を
調
べ
、
移
民
の
居
住
地
や
爆
弾
事
件
が
起
こ
る
ま
え
と
起
こ
っ
た
あ
と
の

転
居
件
数
を
追
跡
し
た
。
そ
の
結
果
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ス
ペ
イ
ン
人
は
近
隣
を
移
民
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
の
を
い
や
が
る
よ
う
に
な
り
、

ア
ラ
ブ
系
住
民
も
同
じ
民
族
同
士
で
も
っ
と
近
く
に
集
ま
り
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
エ
ド
リ
ン
グ
ら
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
分
離

（
住
み
わ
け
）
の
程
度
を
〇
か
ら
一
の
あ
い
だ
の
数
字
で
表
す
指
標
を
用
い
て
い
る
。
一
は
完
全
に
分
断
さ
れ
た
状
態
を
、
〇
は
完
全
に

統
合
さ
れ
た
状
態
を
表
す
。
ア
ラ
ブ
系
住
民
の
分
離
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
〇
・
七
に
近
か
っ
た
が
、
爆
弾
事
件
の
ま
え
に
は
〇
・
五
八
に

下
が
っ
て
い
た
。
事
件
後
に
急
反
転
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は
再
び
〇
・
六
三
近
辺
に
な
り
、
そ
の
後
、
爆
弾
事
件
以
前
の
水
準
に
落
ち
つ

く
ま
で
に
数
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

28.　

http://w
w

w
.prisonexp.org/the-story/ 

を
参
照
。
実
験
の
細
か
い
手
順
は
［H

aney, Banks, Zim
bardo

（1973

）］
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。

29.　

こ
れ
も
［H

aney, Banks, Zim
bardo

（1973

）］
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
実
験
の
顧
問
を
務
め
た
カ
ル
ロ
・
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
は
後
日
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
デ
イ
リ
ー
紙
（
二
〇
〇
五
年
四
月
二
八
日
）
の
記
事
で
、
看
守
役
は
残
忍
に
ふ
る
ま
う
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
て
い
た

と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
そ
れ
が
事
実
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
本
書
で
こ
の
例
を
取
り
あ
げ
た
の
は
、
被
験
者
が
い
と
も
短
期

間
で
自
分
に
期
待
さ
れ
た
人
物
に
な
り
き
り
、
ふ
た
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
容
赦
な
く
分
断
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
。
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30.　

［A
lesina, Zhuravskaya

（2011

）］

31.　

二
〇
〇
〇
年
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
購
買
力
平
価
）
ベ
ー
ス
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
も
と
に
し
て
い
る
。
私
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
図
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（https://w

eb.stanford.edu/~jacksonm
/books.htm

l#book2

）。
た
だ
し
、
こ
の
図
５
・
９
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
成
者
は
［A

lesina, Zhuravskaya

（2011

）］
で
あ
り
、
変
数
の
定
義
に
つ
い
て
の
詳
細
も
そ
の
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

32.　

分
離
が
進
む
と
行
政
府
の
機
能
不
全
を
本
当
に
促
進
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
た
ん
な
る
副
次
作
用
に
す
ぎ
な
い
の
か
と
疑
問
に
思
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
行
政
が
充
分
に
機
能
し
な
い
国
が
、
民
族
の
分
離
を
あ
お
っ
た
り
、
分
離
し
て
い
る
現
状
を
あ
え
て
改
善
し
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
図
か
ら
因
果
関
係
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
験
用
に
、
分
離
度
以
外
の
状
況
を
完
全

に
同
一
に
し
た
国
を
ふ
た
つ
用
意
し
て
、
長
期
的
に
観
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
そ
う
し
た
理
論
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
の
実
験
を

信
頼
性
を
保
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
験
は
で
き
な
い
が
、
［A

lesina, Zhuravskaya

（2011

）］
は
、
因
果
関

係
が
推
測
さ
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
ア
レ
シ
ナ
と
ジ
ュ
ラ
フ
ス
カ
ヤ
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
処
理
で
よ
く
使
わ
れ
る

「
操
作
変
数
法
」
と
い
う
技
法
を
用
い
て
い
る
。

33.　

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
道
筋
の
ガ
イ
ド
と
し
て
も
役
に
立
つ
。
詳
細
は
、
［W

atts

（2004

）］
の
第
五
章
を
参
照
の
こ
と
。

第
六
章
　
非
移
動
性
と
不
平
等
─
─
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
貧
困
の
罠

1.　

自じ

噴ふ
ん

井せ
い

と
は
、
帯
水
層
に
傾
斜
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
人
為
的
な
力
を
加
え
な
く
て
も
地
下
水
が
自
然
に
地
上
に
湧
き
だ
し
て
い
る

場
所
を
指
す
。

2.　

Claire V
aye W

atkins, 

“T
he Ivy League W

as A
nother Planet,

” N
ew

 Y
ork T

im
es, M

arch 28, 2013. 

3.　

https://w
w

w
.theodysseyonline.com

/@
alonaking 

を
参
照
。
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4.　

移
動
性
の
測
り
方
は
多
数
あ
る
。
所
得
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
学
歴
、
資
産
、
社
会
階
級
、
寿
命
、
そ
の
す
べ
て
で
、
親
の
そ
れ

と
ど
の
程
度
の
依
存
関
係
が
あ
る
か
を
調
べ
た
り
、
比
較
対
象
を
父
親
と
息
子
、
母
親
と
娘
、
母
親
と
息
子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
測
定
を
お
こ
な
っ
た
膨
大
な
研
究
結
果
が
、
本
書
で
見
て
き
た
も
の
と
同
一
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い

る
。
測
定
対
象
が
何
か
に
よ
っ
て
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
親
と
子
の
あ
い
だ
に
は
強
い
相
関
関
係
が
あ
り
、
国
に
よ
っ
て
傾
向
に
大

き
な
ち
が
い
が
表
れ
る
。
「
弾
力
性
」
は
、
異
な
る
状
況
下
で
も
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
物
事
を
す
べ
て
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
値
で
表
す
た

め
に
経
済
学
者
が
使
用
す
る
用
語
で
あ
る
。
本
文
で
の
数
値
は
、

ln

（Incom
echild

）=α
+
β

ln

（Incom
eparent

）+ error

の
式
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
所
得
＝
係
数
×
親
の
所
得
で
あ
り
、
息
子
で
も
娘
で
も
似
た
数
値
と
な
る
。
［Lee, Solon

（2009

）］
を
参
照
。

5.　

こ
こ
で
見
て
い
る
の
は
世
代
間
の
所
得
の
相
関
で
あ
っ
て
、
資
産
の
相
関
で
は
な
い
。
世
代
間
の
資
産
の
相
関
に
は
相
続
な
ど
資
産

の
継
承
が
そ
の
ま
ま
結
び
つ
く
が
、
所
得
の
相
関
に
は
資
産
の
移
動
以
外
に
も
多
く
の
要
素
が
か
か
わ
る
。

6.　

以
下
を
参
照
。
“T

he A
m

erican D
ream

? Social M
obility and Equality in the U

S &
 EU

”
（
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
は

ど
こ
？　

ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
に
見
る
社
会
的
移
動
性
と
平
等
）, D

alia R
esearch, M

arch 1, 2017.

［A
lesina, Stantcheva, T

eso

（2018

）］
に
よ
る
詳
細
な
調
査
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
較
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
自
分
た
ち
を
楽
観
的
に
見
る
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
の
楽
観
主
義
が
最
も
強
い
州
は
移
動
性
が
最
も
低
い
。
さ
ら
に
、
移
動
性
の
と
ら
え
方
に
は
、
政
治
的
な
見
解
や
政
府
へ
の

好
悪
、
所
得
の
再
分
配
へ
の
賛
否
と
の
相
関
が
あ
る
。

7.　

こ
の
名
称
が
図
と
そ
ぐ
わ
な
い
点
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
か
た
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
ジ
ェ
イ
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
は
、
酒
の

密
造
者
か
ら
大
金
持
ち
に
の
し
あ
が
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
貧
し
い
生
い
た
ち
に
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
な
高
い
移
動
性
を
享
受
で

き
た
の
だ
。
彼
が
う
ま
く
登
れ
な
か
っ
た
の
は
社
会
的
な
は
し
ご
の
ほ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
名
称
は
話
題
に
な
り
、
い
ま
や
社
会

階
級
だ
け
で
な
く
経
済
的
な
側
面
に
ま
で
及
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
の
非
移
動
性
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
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8.　

デ
ン
マ
ー
ク
の
相
関
関
係
に
関
し
て
は
、
［Calvó-A

rm
engol, Jackson

（2009

）］
の
補
足
資
料
を
参
照
。
ア
メ
リ
カ
の
相
関
関
係

は
、
［H

uang

（2013

）］
よ
り
。
ま
た
、
本
文
の
「
大
学
進
学
率
が
ほ
ぼ
同
じ
」
の
表
現
は
、http://w

w
w

.russellsage.org/
research/chartbook/percentage-population-select-countries-bachelors-degrees-or-higher-age 

の
ア
メ
リ
カ
四
三
パ
ー
セ
ン

ト
、
デ
ン
マ
ー
ク
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
大
学
進
学
率
の
数
値
に
基
づ
い
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
六
日
ア
ク
セ
ス
）。

9.　

本
書
で
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
に
、
ジ
ニ
係
数
の
計
算
方
法
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。　

10.　

ジ
ニ
係
数
を
可
視
化
す
る
方
法
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
本
文
で
説
明
し
た
方
法
は
、
経
済
学
者
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ボ
ウ
ル
ズ
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
通
常
の
説
明
よ
り
も
は
る
か
に
簡
単
で
あ
る
。

11.　

全
人
口
の
正
確
な
所
得
の
情
報
を
得
る
の
が
む
ず
か
し
い
国
は
多
い
。
図
６
・
３
は
、
複
数
の
調
査
結
果
お
よ
び
各
国
政
府
の
公
式

発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
、
解
釈
の
際
に
は
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
ジ
ニ
係
数
は
、
税
金
や
社
会
福
祉
制
度
を

考
慮
す
る
か
ど
う
か
に
も
左
右
さ
れ
る
。
高
所
得
者
に
対
す
る
税
率
が
高
く
貧
し
い
人
に
対
す
る
補
助
金
が
多
い
国
な
ら
、
税
金
を
引
く

ま
え
の
所
得
を
見
る
か
引
い
た
あ
と
の
所
得
を
見
る
か
で
結
果
が
ち
が
っ
て
く
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
の
国
で
は
、
税
金
を
引
く
ま
え

の
所
得
で
は
な
く
引
い
た
あ
と
の
所
得
を
見
る
と
、
ジ
ニ
係
数
が
大
幅
に
低
下
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ニ
係
数
も
、
税
金
や
移
転
所
得
を

含
め
る
と
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
。
さ
ら
に
ジ
ニ
係
数
は
、
複
雑
な
状
況
を
ひ
と
つ
の
数
字
に
押
し
こ
め
る
の
で
、
貧
し
い
人
た
ち

が
極
端
に
貧
し
い
た
め
の
不
平
等
か
、
中
流
の
人
た
ち
も
比
較
的
貧
し
い
こ
と
に
よ
る
不
平
等
か
と
い
う
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
れ
で
も
そ
の
数
字
に
よ
り
、
所
得
の
分
配
が
ど
の
程
度
不
平
等
か
と
い
う
だ
い
た
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

12.　

［Lindert, W
illiam

son

（2012

）］
を
参
照
。

13.　

［H
aden

（1995

）］、
［H

ayden

（1997

）］

14.　

［Bow
les, Sm

ith, Borgerhoff M
ulder

（2010

）］
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15.　

多
く
の
国
の
内
部
で
不
平
等
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
国
と
国
の
あ
い
だ
の
不
平
等
は
縮
ま
っ
て
い
る
。
主
要
な
発
展
途
上
国
が
、
国

内
の
不
平
等
は
大
き
い
も
の
の
、
国
全
体
と
し
て
は
豊
か
に
な
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

16.　

二
〇
世
紀
を
通
し
た
教
育
と
生
産
性
の
進
化
に
つ
い
て
は
、
［Goldin, K

atz

（2009

）］
が
優
れ
た
解
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

17.　

［A
cem

oglu, 

他
（2016

）］
で
は
、
直
接
的
な
影
響
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
積
も
っ
た
の
ち
、
均
衡
効
果
（
経
済
の
他
の
場
所
で

失
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
波
及
）
を
考
慮
に
入
れ
て
、
そ
の
見
積
も
り
を
倍
に
し
て
い
る
。
［H

icks, D
evaraj

（2015

）］
で
は
、
製

造
業
で
失
わ
れ
た
職
の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
、
製
造
が
ア
メ
リ
カ
の
外
に
移
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
と
し
て
い
る
。

18.　

い
ま
は
さ
ま
ざ
ま
な
Ｉ
Ｔ
産
業
が
サ
ー
ビ
ス
分
野
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
の
幅
広
い
経
済
活
動
に
合
う
よ
う

に
、
経
済
生
産
状
況
を
把
握
す
る
分
野
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

19.　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
［A

cem
oglu, A

utor
（2011

）］
の
一
〇
五
一
ペ
ー
ジ
を
、
ま
た
［Goldin, K

atz

（2009

）］
を
参
照
。

20.　

［Piketty

（2014

）］
の
表
７
‐
２
と
７
‐
３
を
参
照
。

21.　

［K
rugm

an

（2014

）］
を
参
照
。

22.　

ト
ッ
プ
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
金
の
上
昇
は
、
生
産
性
と
規
模
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
所
得
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
規
範
が
変
わ
っ
た
り
、
な
ん
ら
か
の
操
作
が
加
わ
っ
た
り
し
た
た
め
で
は
な
い
。

こ
の
見
解
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
［K

aplan, Rauh

（2013

）］
を
参
照
。
ト
ッ
プ
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
何

百
万
人
と
い
う
人
々
が
含
ま
れ
て
い
る
。

23.　

と
く
に
所
得
分
布
の
下
位
五
分
の
一
に
属
す
る
家
庭
の
子
ど
も
の
場
合
、
大
学
を
卒
業
す
る
の
は
そ
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
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い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
所
得
分
布
の
上
位
五
分
の
一
に
属
す
る
家
庭
の
子
ど
も
の
場
合
、
そ
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
大
学
を
卒
業
す

る
。
［Chetty, H

endren

（2015

）］

24.　
A

m
erican A

cadem
y of A

rts and Sciences, 

“A
 Prim

er on the College Student Journey,

” 2016.
25.　

最
難
関
大
学
の
学
生
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
裕
福
な
ほ
う
か
ら
四
分
の
一
の
層
の
出
身
で
あ
り
、
貧
し
い
ほ
う
か
ら
四
分
の
一

の
層
の
出
身
者
は
わ
ず
か
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ン
ト
・
ク
ッ
ク
財
団
の
報
告
書
よ
り
。
［G

iancola, K
ahlenberg

（2016

）］

26.　

［Chetty, Friedm
an, Saez, T

urner, Y
agan

（2017

）］

27.　

政
府
の
学
資
援
助
を
受
け
た
学
生
の
卒
業
一
〇
年
後
の
数
値
で
あ
る
。

28.　

［H
art, Risley

（1995

）］

29.　

小
さ
な
子
ど
も
へ
の
話
し
か
け
方
だ
け
に
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ビ
オ
・
ク
ー
ニ
ャ
は
、
母
親
が
「
幼
児
の
機
嫌
が
悪
い

と
き
に
あ
や
す
、
幼
児
の
手
足
を
動
か
し
て
遊
ん
で
や
る
、
幼
児
に
話
し
か
け
る
、
幼
児
と
い
な
い
い
な
い
ば
あ
を
す
る
、
幼
児
と
い
っ

し
ょ
に
歌
を
歌
う
、
幼
児
に
物
語
を
話
し
て
聞
か
せ
る
、
幼
児
に
本
を
読
ん
で
や
る
、
幼
児
と
庭
や
公
園
や
遊
び
場
で
外
遊
び
を
す
る
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
な
が
ら
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
分
析
し
た
。
母
親
は
一
般
に
、
一
日
あ
た
り
四
、

五
時
間
を
こ
う
し
て
幼
児
と
触
れ
あ
っ
て
過
ご
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
母
親
の
経
歴
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
短
大
卒
以
上
の
母
親
は
、
高
校
を

中
退
し
た
母
親
よ
り
、
一
日
あ
た
り
四
〇
分
間
以
上
多
く
を
幼
児
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
て
い
た
。
［Cunha

（2016

）］
を
参
照
。

30.　

［H
eckm

an

（2012

）］。
早
期
の
働
き
か
け
の
、
よ
り
長
期
的
な
効
果
と
補
完
性
に
関
す
る
基
礎
的
資
料
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
。
［Currie

（2001

）］、
［Garces, T

hom
as, Currie

（2002

）］、
［A

izer, Cunha

（2012

）］、
［Felfe, Lalive

（2018

）］
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31.　

［Boneva, Rauh

（2015

）］
の
図
４
。

32.　

［Boneva, Rauh

（2015

）］
の
図
５
。

33.　

［H
oxby, A

very

（2013

）］
の
図
２
。

34.　

再
度
、
［Giancola, K

ahlenberg

（2016

）］
を
参
照
。

35.　

［Cunha, H
eckm

an, Lochner, M
asterov

（2006, 703

ペ
ー
ジ
）］。
［Carneiro, H

eckm
an

（2002

）］
も
参
照
。

36.　

こ
の
数
字
は
、
家
族
に
頼
っ
て
暮
ら
す
学
生
の
も
の
で
あ
る
。Figure O

 in A
m

erican A
cadem

y of A
rts and Sciences, 

“A
 

Prim
er on the College Student Journey,

” 2016. 

37.　

Claire V
aye W

atkins, 

“T
he Ivy League W

as A
nother Planet

” （
原
注
２
参
照
）

38.　

社
会
関
係
資
本
の
定
義
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Jackson

（2017

）］
を
参
照
。

39.　

本
文
で
は
触
れ
て
い
な
い
種
類
の
資
本
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
身
体
資
本
」
は
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
、
運
動
、
遺
伝
、
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
る
人
の
身
体
の
健
康
と
強
靭
さ
を
指
す
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
狩
猟
採
集
社
会
の
よ
う
な
一
部
の
環
境
で
は
重

要
だ
が
、
本
書
の
議
論
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
。
「
文
化
資
本
」
（［B

ourdieu, Passeron

（1970

）］）
に
つ
い
て
も
触
れ

て
い
な
い
。
文
化
そ
れ
自
体
が
、
多
く
の
解
釈
が
で
き
る
豊
か
な
概
念
で
あ
り
、
資
本
の
定
義
も
と
ら
え
に
く
い
。
暗
黙
的
に
踏
ま
え
る

箇
所
は
あ
る
に
し
て
も
、
本
書
の
議
論
に
と
っ
て
文
化
資
本
を
明
確
に
定
義
す
る
必
要
は
な
い
。

40.　

社
会
関
係
資
本
は
、
過
去
一
〇
〇
年
の
あ
い
だ
に
多
く
の
や
り
方
で
定
義
さ
れ
、
散
発
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

［D
asgupta, Serageldin

（2001

）］
と
［Sobel

（2002

）］
で
多
く
の
定
義
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
私
の
著
作
［Jackson

（2017

）］
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で
も
論
じ
て
い
る
。
本
書
で
使
用
し
て
い
る
の
と
同
じ
意
味
で
社
会
関
係
資
本
と
い
う
用
語
を
最
初
に
明
確
に
定
義
し
た
の
は
、
ピ
エ
ー

ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
と
グ
エ
ン
・
ラ
ウ
リ
ー
の
ふ
た
り
だ
。
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
「
互
い
に
面
識
が
あ
る
、
あ
る
い
は
認
識
で
き

る
関
係
が
な
ん
ら
か
の
程
度
で
組
み
こ
ま
れ
た
、
持
続
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
持
と
結
び
つ
い
た
現
実
の
あ
る
い
は
潜
在
的
な
資

源
の
集
合
体
」
と
定
義
し
た
（［B

ourdieu

（1986

）］）。
グ
エ
ン
・
ラ
ウ
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
し
た
が
っ
て
、
標
準
的

な
人
的
資
本
の
特
性
を
獲
得
し
や
す
い
社
会
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
存
在
を
指
す
と
き
に
『
社
会
関
係
資
本
』
の
概
念
を
使
用
す
る
と
役
立
つ

だ
ろ
う
」
（［Loury

（1977

）］）。
本
書
で
の
定
義
は
、
社
会
関
係
資
本
を
、
人
的
資
本
の
獲
得
以
上
の
も
の
、
た
と
え
ば
友
人
か
ら
金
を

借
り
よ
う
と
す
る
と
き
に
も
適
用
す
る
と
い
う
点
で
、
ラ
ウ
リ
ー
の
定
義
よ
り
広
い
。
社
会
関
係
資
本
の
他
の
資
料
や
指
標
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
［Jackson
（2017

）］
を
参
照
。

41.　

お
も
に
第
一
章
で
取
り
あ
げ
た
中
心
性
の
指
標
か
ら
補
足
す
る
と
、
間
接
的
な
友
だ
ち
に
よ
る
パ
ワ
ー
（
固
有
ベ
ク
ト
ル
中
心
性
）

や
噂
を
拡
散
す
る
パ
ワ
ー
（
拡
散
中
心
性
）
の
よ
う
な
概
念
は
、
友
だ
ち
の
人
数
に
よ
る
パ
ワ
ー
（
次
数
中
心
性
）
で
は
す
く
い
と
れ
な

い
社
会
関
係
資
本
の
要
素
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

42.　

ア
メ
リ
カ
国
勢
調
査
局
が
実
施
し
た
二
〇
一
四
年
ア
メ
リ
カ
地
域
社
会
調
査
よ
り
。

43.　

［Bischoff, Reardon

（2014

）］。
こ
こ
で
、
家
庭
の
所
得
が
所
得
中
央
値
の
三
分
の
二
に
満
た
な
い
家
庭
を
「
貧
し
い
」、
家
庭
の

所
得
が
所
得
中
央
値
の
二
分
の
三
を
超
え
る
家
庭
を
「
富
裕
」
だ
と
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
地
域
の
家
庭
の
大
半
が
貧
し
い
地
域
を

「
貧
し
い
」、
地
域
の
家
庭
の
大
半
が
富
裕
な
地
域
を
「
富
裕
」
だ
と
す
る
。
一
九
七
〇
年
に
は
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
貧
し
い
地
域

に
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
富
裕
な
地
域
に
住
み
、
残
り
の
家
庭
は
両
方
が
混
ざ
り
あ
っ
た
地
域
に
住
ん
で
い
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

六
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
住
む
地
域
は
、
所
得
の
中
央
値
が
全
米
所
得
中
央
値
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
あ
い

だ
に
位
置
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
九
年
に
は
、
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
貧
し
い
地
域
に
、
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
富
裕

な
地
域
に
住
み
、
所
得
の
中
央
値
が
全
米
所
得
中
央
値
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
あ
い
だ
の
地
域
に
住
む
家
庭
は

四
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
。
地
理
的
な
分
離
を
測
定
す
る
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Echenique, Fryer Jr.

（2007

）］
を
参
照
。

44.　

短
期
的
な
効
果
を
測
っ
て
い
た
初
期
の
調
査
は
、
精
神
面
以
外
の
大
き
な
影
響
を
発
見
で
き
た
か
で
言
え
ば
、
結
果
は
ま
ち
ま
ち
だ
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っ
た
。
［Clam

pet-Lundquist, M
assey

（2008

）］、
［Ludw

ig, 

他
（2008

）］、
［de Souza Briggs, Popkin, Goering

（2010

）］、

［F
ryer Jr., K

atz

（2013

）］
を
参
照
。
現
在
は
よ
り
長
期
的
な
効
果
が
測
定
可
能
で
あ
り
、
移
住
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
も
た
ら
し
た
影

響
の
明
白
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
［C

hetty, H
endren

（2015

）］、
［C

hetty, H
endren, K

atz
（2016b
）］
を
参
照
。

45.　

引
っ
越
す
か
ど
う
か
を
決
め
る
の
は
家
族
で
あ
り
、
引
っ
越
さ
な
か
っ
た
家
族
も
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
数
字
に
は
選
択
効
果
が
入

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
こ
と
を
気
に
か
け
る
家
族
が
補
助
券
を
利
用
し
て
引
っ
越
す
確
率
が
最
も
高
い
、
と
い
う
よ
う
な
効

果
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
選
択
効
果
の
問
題
を
避
け
る
た
め
、
ラ
ジ
・
チ
ェ
テ
ィ
と
ネ
イ
サ
ン
・
ヘ
ン
ド
レ
ン

は
、
家
族
が
引
っ
越
し
た
子
ど
も
を
比
較
し
て
（
つ
ま
り
引
っ
越
し
た
家
族
の
な
か
の
兄
弟
姉
妹
を
調
べ
て
、
結
果
の
ち
が
い
を
確
認
し

た
）、
こ
う
し
た
効
果
に
は
因
果
関
係
が
あ
り
適
切
な
推
計
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（［Chetty, H

endren

（2015

）］）。

46.　

多
く
の
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
、
グ
エ
ン
・
ラ
ウ
リ
ー
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ

ッ
セ
イ
、
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ー
ム
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
な
ど
が
い
た
。
参
考

文
献
は
膨
大
に
あ
り
要
約
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
見
た
優
れ
た
文
献
と
し
て
、

［B
ourdieu, Passeron

（1970

）］、
［Loury
（1977

）］、
［C

olem
an, H

offer

（1987

）］、
［O

strom

（1990

）］、
［M

assey, 
D

enton

（1993

）］、
［Putnam

（2000

）］、
［W

ilson
（2012

）］
を
紹
介
し
て
お
く
。

47.　

［Britton, 

他
（2016

）］

48.　

［Chetty, Friedm
an, Saez, T

urner, Y
agan

（2017

）］。
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
で
は
、
子
ど
も
が
高
等
教
育
の
ど
れ
を
受
け
る
か

を
決
め
る
と
き
の
家
庭
環
境
の
影
響
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
や
や
高
い
。

49.　

T
he N

ew
 Y

ork T
im

es, January 27, 2013

よ
り
。
引
用
し
た
発
言
は
ジ
ョ
ン
・
サ
リ
バ
ン
の
も
の
。

50.　

［K
asinitz, Rosenberg

（1996

）］
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51.　

同
前
。

52.　

そ
う
、
の
ち
に
国
務
長
官
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
と
の
関
係
で
緊
張
が
高
ま
っ
た
と
き
に
中
国
と
交
渉
し
て
協
定

を
結
び
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
を
説
得
し
て
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
長
期
に
わ
た
る
協
議
を
続
け
さ
せ
、
雪
ど
け
か
ら
、
つ
い
に

は
冷
戦
終
結
の
舞
台
を
用
意
し
た
。
政
治
家
に
転
身
す
る
ま
え
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
は
じ
め
ま

で
Ｍ
Ｉ
Ｔ
お
よ
び
シ
カ
ゴ
大
学
の
経
済
学
者
だ
っ
た
。

53.　

［M
yers, Shultz

（1951

）］

54.　

［Rees, 

他
（1970

）］

55.　

［M
yers, Shultz

（1951

）］、
［Rees, 

他
（1970

）］、
［Granovetter

（1973

）］、
［M

ontgom
ery

（1991

）］、
［Ioannides, 

D
atcher-Loury

（2004

）］
を
参
照
。

56.　

［Calvó-A
rm

engol, Jackson

（2004, 2007, 2009

）］、
［Jackson

（2007

）］

57.　

候
補
／
機
会
が
多
い
ほ
ど
値
段
が
高
く
な
る
と
い
う
論
理
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
場
を
見
て
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
経
済
学
で
は
お

な
じ
み
の
も
の
で
あ
る
。
人
種
に
よ
る
賃
金
格
差
の
説
明
に
こ
れ
を
適
用
し
た
の
が
、
［A

rrow
, Borzekow

ski

（2004

）］
だ
（［Sm

ith

（2000

）］
も
参
照
）。
こ
の
理
論
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
場
面
で
も
当
て
は
ま
る
。
自
動
車
修
理
を
頼
ん
だ
と
き
に
障
碍
の
あ
る
人

へ
の
請
求
額
が
健
常
者
へ
の
請
求
額
よ
り
も
高
い
の
は
、
障
碍
の
あ
る
人
は
取
る
見
積
も
り
の
数
が
少
な
い
（
複
数
の
店
に
行
っ
て
見
積

も
り
を
取
る
の
に
時
間
が
か
か
る
）
か
ら
で
あ
り
、
修
理
店
も
そ
れ
を
見
越
し
て
よ
り
高
値
を
つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
［G

neezy, List, 
Price

（2012

）］
の
分
析
に
よ
る
。

58.　

［Calvó-A
rm

engol, Jackson

（2004, 2007

）］
を
参
照
。
た
だ
し
こ
う
し
た
状
況
に
は
ひ
ね
り
が
あ
る
。
友
だ
ち
は
仕
事
の
情
報
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を
提
供
し
て
く
れ
る
が
、
同
時
に
、
仕
事
を
奪
い
あ
う
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
。
ト
ー
ニ
・
カ
ル
ボ
・
ア
ル
メ
ン
ゴ
ル
と
私
は
分
析
を
重
ね
、

就
職
面
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
た
ら
す
効
果
の
整
理
に
取
り
く
ん
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
は
デ
ー
タ
に
表
れ
て
お
り
、
ロ
リ
・
ビ
ー

マ
ン
が
発
見
し
た
よ
う
に
（［B

eam
an

（2012

）］）、
難
民
が
、
お
お
ぜ
い
の
同
胞
が
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
移
り
、
短
期
間
だ
け
そ
こ
で

暮
ら
す
場
合
に
は
、
仕
事
の
情
報
の
提
供
を
受
け
て
雇
用
が
増
加
す
る
。
た
だ
し
他
者
も
同
時
に
到
着
す
る
な
ら
、
仕
事
を
め
ぐ
っ
て
競

合
す
る
の
で
雇
用
が
減
る
。
地
域
と
雇
用
に
お
け
る
民
族
内
の
割
合
に
関
し
て
は
、
［M

unshi

（2003

）］、
［Patacchini, Zenou

（2012

）］
を
参
照
。

59.　

諸
説
あ
る
が
、
あ
る
説
に
よ
る
と
、
「
歩ド

ウ
ボ
ー
イ

兵
（doughboy

）」
と
い
う
語
の
起
源
は
、
一
八
四
六
〜
一
八
四
八
年
の
米
墨
戦
争
（
ア

メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
戦
争
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。
乾
燥
し
き
っ
た
道
を
行
軍
す
る
埃
ま
み
れ
の
歩
兵
隊
は
、
北
メ
キ
シ
コ
に
あ
る
日
干
し
煉

瓦
の
家
そ
っ
く
り
に
見
え
た
た
め
、
日
干
し
煉
瓦
（adobe

）
を
も
じ
っ
て
“doughboy

”
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

（http://w
w

w
.w

orldw
ar1.com

/dbc/origindb.htm

）
を
参
照
。

60.　

［M
arm

aros, Sacerdote

（2002
）］

61.　

読
者
の
み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
雑
誌
に
論
文
の
掲
載
を
拒
否
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
方
は
、
が
っ
か
り
し
な
い
で
ほ
し
い
。
現
在
の
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
で
著
名
な
社
会
学
者
、
マ
ー
ク
・
グ
ラ
ノ
ベ
ッ
タ
ー
も
か
つ
て
、
“T

he Strength of W
eak T

ies

”
（
弱
い

紐ち
ゅ
う
た
い

帯
の
強
み
）
と
い
う
、
の
ち
に
彼
の
名
を
高
め
た
論
文
を
学
術
誌
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
に
投
稿
し
た
と
き

に
掲
載
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
ふ
た
り
の
査
読
者
の
コ
メ
ン
ト
を
以
下
に
引
用
す
る
。
「
こ
の
論
文
を
掲
載
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の

理
由
は
か
ぎ
り
な
く
多
い
が
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
も
の
を
次
に
述
べ
る
」。
「
執
筆
者
の
学
識
は
初
歩
的
で
、
…
…
（
略
）
…
… 

少
数

の
古
く
て
わ
か
り
き
っ
た
項
目
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
」。https://scatter.files.w

ordpress.com
/2014/10/granovetter-rejection.pdf

を
参
照
。

62.　

［Granovetter

（1973, 1995

）］

63.　

［Bram
oullé, Rogers

（2010

）］
も
、
人
気
の
あ
る
学
生
ほ
ど
同
類
性
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
学
生
が
、
誰
か
ひ
と
り
に
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友
だ
ち
だ
と
言
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
誰
か
が
同
性
で
あ
る
確
率
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
が
、
一
〇
人
に
友
だ
ち
だ
と
言
わ
れ
る
場
合
、
彼

ら
が
同
性
で
あ
る
確
率
は
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
だ
。
お
お
む
ね
、
友
だ
ち
の
数
が
少
な
い
ほ
ど
結
び
つ
き
が
強
く
な
る
と
言
え
る
。

64.　

ひ
と
つ
の
強
い
結
び
つ
き
の
ほ
う
が
、
ひ
と
つ
の
弱
い
結
び
つ
き
よ
り
も
、
将
来
の
就
職
に
は
る
か
に
強
く
関
係
す
る
こ
と
の
エ
ビ

デ
ン
ス
に
つ
い
て
は
［Gee, Jones, Burke

（2017

）］
を
参
照
。

65.　

［Lalanne, Seabright

（2016

）］

66.　

［Lalanne, Seabright

（2016

）］。
［W

eichselbaum
er, W

inter-Ebm
er

（2005

）］
と
［England

（2017

）］
に
つ
い
て
も
参
照
。

67.　

［Beam
an, K

eleher, M
agruder

（2016

）］。
［M

engel

（2015

）］
に
つ
い
て
も
参
照
。

68.　

［Fernandez, Castilla, M
oore

（2000

）］

69.　

た
と
え
ば
、
［Fernandez, Castilla, M

oore
（2000

）］
お
よ
び
［D

hillon, Iversion, T
orsvik

（2013

）］
が
参
考
に
な
る
。

70.　

［Pallais, Sands

（2016

）］

71.　

パ
レ
イ
ス
と
サ
ン
ズ
は
ま
た
、
推
薦
を
受
け
た
就
業
者
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
要
す
る
仕
事
で
推
薦
者
と
ペ
ア
を
組
ん
だ
と
き
に
、

さ
ら
に
よ
い
仕
事
を
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
（［Brow

n, Setren, T
opa

（2012

）］
も
参
照
）。
彼
ら
の
調
査
で
は
、
推
薦
を
受
け
た
就
業

者
は
推
薦
者
の
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
よ
り
勤
勉
に
働
く
、
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
他
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
推
薦
を
受
け
た
就
業
者
が
き
ち
ん
と
働
か
な
か
っ
た
場
合
、
た
と
え
ば
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
衣
料
工
場
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

（［H
eath

（2018

）］
を
参
照
）
雇
用
者
が
推
薦
者
を
意
識
的
に
罰
す
る
こ
と
が
あ
り
、
推
薦
を
受
け
た
人
は
推
薦
者
の
評
判
に
関
す
る
懸

念
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
［B

eam
an, M

agruder

（2012
）］
は
、
推
薦
を
受
け
た
人
の
働
き
に
よ
り
推
薦
者
の
給

与
が
変
わ
る
場
合
、
推
薦
を
受
け
る
人
の
質
が
向
上
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
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72.　

王
子
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
、
天
然
痘
の
予
防
接
種
の
初
期
の
試
み
で
死
亡
し
た
。
ス
ー
ザ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
ァ
ー
の
“Sm

allpox K
new

 
N

o Class Boundaries

”
（
天
然
痘
は
人
の
階
級
を
区
別
し
な
い
）
を
参
照
。
“Royal N

ew
s and D

iscussion

”
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
（http://w

w
w

.unofficialroyalty.com
/royal-illnesses-and-deaths/sm

allpox-knew
-no-class-boundaries/

）。

73.　

「
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
語
を
使
っ
た
の
は
、
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
を
遊
び
半
分
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
「
ゲ
ー
ム
理
論
」
と
呼

ば
れ
る
数
学
の
分
野
を
も
と
に
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
決
定
や
行
動
が
相
互
に
依
存
す
る
状
況
に
あ
っ
て
、
人
が
ど
の
よ

う
に
決
定
を
下
す
か
を
解
き
あ
か
す
、
社
会
科
学
者
の
用
い
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

74.　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
［M

orris
（2000

）］、
［Jackson

（2007, 2008a

）］、
［Jackson, Zenou

（2014

）］、
［Jackson, Storm

s

（2017

）］
を
参
照
。

75.　

［Calvó-A
rm

engol, Jackson

（2009
）］

76.　

こ
こ
で
紹
介
し
た
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［A

bram
itzky

（2011, 2018

）］
を
参
照
。

77.　

先
進
国
か
ら
流
出
す
る
雇
用
の
問
題
の
対
処
法
と
し
て
、
世
界
的
な
労
働
基
準
を
施
行
す
る
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
労
働
コ

ス
ト
は
、
と
く
に
ス
キ
ル
の
低
い
労
働
力
の
コ
ス
ト
は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
二
〇
倍
以
上
の
差
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。
何
を
標

準
と
す
る
か
の
考
え
方
が
そ
も
そ
も
ち
が
い
、
労
働
安
全
の
強
度
や
、
労
働
時
間
、
最
低
賃
金
、
福
利
厚
生
、
そ
の
他
の
労
働
環
境
全
般

が
異
な
る
か
ら
だ
。
最
低
限
で
は
あ
っ
て
も
世
界
共
通
の
労
働
基
準
の
施
行
が
重
視
さ
れ
れ
ば
、
問
題
を
い
く
ぶ
ん
で
も
や
わ
ら
げ
る
の

に
役
立
つ
。
貿
易
障
壁
を
設
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
生
産
的
だ
ろ
う
。

78.　

労
働
力
の
変
容
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
経
済
学
者
の
デ
ビ
ッ
ド
・
オ
ー
ト
ー
が
す
ば
ら
し
い
Ｔ
Ｅ
Ｄ
ト
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

“W
ill A

utom
ation T

ake A
w

ay A
ll O

ur Jobs?

”
（
自
動
化
で
人
の
仕
事
は
な
く
な
る
の
か
？
）, Ideas.T

ed.com
, M

arch 29, 
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2017.

79.　
Peter S. Goodm

an, 

“Free Cash in Finland, M
ust Be Jobless

”
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
現
金
手
当
、
無
職
へ
の
道
）, N

ew
 

Y
ork T

im
es, D

ecem
ber 17, 2016; 

“N
ot Finnished: T

he Lapsing of Finland ’s U
niversal Basic Incom

e T
rial

”
（
実
験
途

中
─
─
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
最
低
所
得
保
障
実
験
の
推
移
）, T

he E
conom

ist, A
pril 26, 2018. 

80.　

最
低
所
得
保
障
策
に
は
コ
ス
ト
は
か
か
る
が
、
途
方
も
な
い
レ
ベ
ル
で
は
な
い
。
イ
ラ
ク
戦
争
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
に
か
か
っ

た
コ
ス
ト
（
控
え
め
に
見
積
も
っ
て
約
二
・
四
兆
ド
ル
）
が
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
所
得
分
布
の
下
位
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
層
の
人
に
、

ひ
と
り
あ
た
り
年
間
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
八
年
間
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
人
家
族
な
ら
、
毎
年
二
万
ド
ル
の
現
金
が
無
税
で
手
に
入

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
他
の
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
削
減
分
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
合
計
コ
ス
ト
は
ず
っ
と
下
が
る
だ

ろ
う
。
極
端
な
策
で
は
あ
る
が
、
実
行
不
可
能
で
は
な
い
。

81.　

［T
haler, Sunstein

（2008

）］

82.　

サ
ム
・
ス
コ
ッ
ト
が
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
五
日
号
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
に
執
筆
し
た
“T

he G
ravity of 

Inequality

”
（
不
平
等
の
重
力
）
に
登
場
す
る
社
会
学
者
シ
ョ
ー
ン
・
リ
ア
ド
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
参
照
。

83.　

［N
guyen

（2008

）］、
［Jensen

（2010

）］、
［A

ttanasio, K
aufm

ann

（2013

）］、
［K

aufm
ann

（2014

）］

84.　

以
下
を
参
照
。D

avid Leonhardt, 

“M
ake Colleges D

iverse
”
（
大
学
に
多
様
性
を
）, N

ew
 Y

ork T
im

es, D
ecem

ber 13, 
2016.

85.　

［Carrell, Sacerdote

（2017

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

86.　

さ
ら
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
地
に
は
、
ま
す
ま
す
ビ
ジ
ネ
ス
や
投
資
や
、
将
来
の
成
長
の
原
動
力
と
な
る
高
ス
キ
ル
の
労
働
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力
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
都
市
が
─
─
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
ソ
ウ
ル
、
ボ
ス
ト
ン
、
ト
ロ
ン
ト
、
台
北
、
香
港
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
上
海
な
ど
─
─
投
資
を
惹
き
つ
け
、
新
た
な
成

長
を
遂
げ
て
き
た
。

第
七
章
　
群
衆
は
賢
く
も
な
り
愚
か
に
も
な
り

1.　

一
ク
ワ
デ
リ
リ
オ
ン
は
一
〇
の
一
五
乗
。
す
な
わ
ち
一
〇
〇
〇
兆
。

2.　

人
が
ほ
か
の
生
物
と
ち
が
う
点
は
ど
こ
か
と
い
う
魅
力
的
な
謎
と
人
の
集
合
知
に
つ
い
て
は
、
［H

enrich

（2015

）］
を
参
照
。

3.　

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
共
同
普
及
事
業
部
刊
行
の
ス
ー
ザ
ン
・
ペ
イ
タ
ー
著
、
“H

ow
 M

uch D
oes Y

our A
nim

al W
eigh?

”
（
そ
の
動

物
の
体
重
は
？
）
が
参
考
に
な
る
。

4.　

［Galton

（1907

）］、
［Surow

iecki

（2005
）］

5.　

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
は
中
央
値
と
分
布
の
一
部
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
数
週
間
後
に
編
集
者
と
の
あ
い
だ
で
や
り
取

り
し
た
手
紙
の
な
か
に
、
平
均
は
一
一
九
七
ポ
ン
ド
だ
っ
た
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。

6.　

群
衆
か
ら
正
解
を
導
き
だ
す
と
き
に
多
様
性
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
は
、
［Surow

iecki

（2005

）］、
［Page

（2008

）］
を
参
照
。

7.　

「
群
衆
」
と
「
個
人
」
の
対
比
は
社
会
心
理
学
の
基
礎
の
基
礎
で
あ
り
、
群
衆
の
知
恵
が
個
人
を
し
の
ぐ
例
は
、
そ
の
と
き
の
課
題

に
つ
い
て
最
も
優
秀
な
個
人
を
し
の
ぐ
場
合
も
含
め
て
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
群
衆
の
能
力
を
ど
れ
だ
け
高
め
ら
れ
る
か
は
、
ど
の
よ

う
な
組
織
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［D

avis

（1992
）］、
［H

insz, T
indale, V

ollrath

（1997

）］、

［H
ogg, T

indale

（2008

）］
を
参
照
。
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8.　

平
均
的
な
考
え
に
均
さ
れ
て
い
く
と
は
か
ぎ
ら
な
い
が
、
賭
け
を
す
る
人
が
ど
れ
く
ら
い
リ
ス
ク
に
耐
え
よ
う
と
す
る
か
で
状
況
は

変
わ
る
。
［M

anski

（2006

）］、
［W

olfers, Zitzew
itz

（2006

）］、
［Gjerstad

（2004

）］
を
参
照
。

9.　

予
測
市
場
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［W

olfers, Zitzew
itz

（2004

）］、
［H

ahn , T
etlock

（2006

）］、
［A

rrow
, 

他
（2008

）］
を

参
照
。

10.　

こ
の
事
例
と
、
一
貫
性
の
な
い
市
場
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
［Roth

（2007

）］
を
参
照
。

11.　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Page

（2008, 2017

）］
と
ガ
ル
リ
・
カ
ス
パ
ロ
フ
と
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
ン
グ
の
共
著K

asparov A
gainst the 

W
orld: T

he Story of the G
reatest O

nline Challenge

（
カ
ス
パ
ロ
フ
対
世
界
─
─
究
極
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
戦
物
語
）
を
参
照
。

12.　

同
じ
モ
デ
ル
が
デ
グ
ル
ー
ト
よ
り
も
早
く
心
理
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
Ｒ
・
Ｐ
・
フ
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
グ
ラ
フ
理
論
の
専
門

家
で
数
学
者
の
フ
ラ
ン
ク
・
ハ
ラ
リ
ー
も
一
時
期
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（［F

rench

（1956

）］、
［H

arary

（1959

）］）。

デ
グ
ル
ー
ト
の
功
績
は
そ
の
モ
デ
ル
を
再
発
見
し
、
よ
り
詳
し
く
分
析
し
た
こ
と
に
あ
る
。
理
論
を
再
発
見
し
、
独
自
の
考
察
を
加
え
る

こ
と
で
す
ば
ら
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

13.　

算
定
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Jackson

（2008a
）］
を
参
照
。

14.　

数
学
的
な
背
景
に
興
味
の
あ
る
か
た
へ
。
デ
グ
ル
ー
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
共
通
の
意
見
に
確
実
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
ふ
た

つ
の
条
件
が
必
要
と
な
る
。
ひ
と
つ
は
、
誰
か
ひ
と
り
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
の
い
ず
れ
か
の
経
路
で
誰
に
で

も
届
く
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
非
周
期
性
、
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
の
す
べ
て
の
有
向
閉
路
の
最
大
公
約
数
が
一
で
あ
る
こ
と
だ
。

［Golub, Jackson

（2010

）］
を
参
照
。

15.　

足
し
あ
わ
せ
た
と
き
に
一
に
な
る
よ
う
に
固
有
ベ
ク
ト
ル
中
心
性
が
正
規
化
さ
れ
て
い
る
場
合
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
固
有
ベ
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ク
ト
ル
中
心
性
の
合
計
で
割
る
。

16.　

こ
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
「
コ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
と
も
呼
ば
れ
、
選
挙
時
な
ど
の
人
の
行
動
で
重
要

な
意
味
を
も
つ
。
［D

em
arzo, V

ayanos, Zw
eibel

（2003

）］、
［Glaeser, Sunstein

（2009

）］、
［Levy, Razin

（2015

）］
を
参
照
。

17.　

［Chandrasekhar, Larreguy, X
andri

（2015

）］

18.　

［C
hoi, G

ale, K
ariv

（2005

）］、
［M

obius, Phan, Szeidl

（2015

）］、
［E

nke, Zim
m

erm
ann

（2017

）］、
［B

randts, 
Giritligil, W

eber

（2015
）］、
［Battiston, Stanca

（2015

）］
を
参
照
。

19.　

［Bailey, Cao, K
uchler, Stroebel

（2016

）］

20.　

［Choi, Gale, K
ariv

（2005

）］

21.　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
他
者
と
ど
の
程
度
の
深
さ
で
交
流
す
る
か
、
自
分
の
意
見
を
変

え
る
と
き
に
、
他
者
の
意
見
に
ど
の
程
度
の
重
き
を
置
く
か
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
［Golub, Jackson

（2010

）］

を
参
照
。
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
速
さ
も
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
と
そ
れ
ら
の
重
み
に
影
響
さ
れ
る
（［G

olub, Jackson

（2012

）］）。

22.　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
の
ち
が
い
に
よ
る
強
み
と
弱
み
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
［K

atz, Lazarsfeld

（1955

）］、
［Jackson, W

olinsky

（1996

）］、
［Bala, Goyal

（1998
）］、
［Golub, Jackson

（2010, 2012

）］、
［Galeotti, Goyal

（2010

）］、
［M

olavi, T
ahbaz-Salehi, Jadbabaie

（2018

）］
を
参
照
。

23.　

［Lazarsfeld, Berelson, Gaudet

（1948

）］
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24.　

［K
atz, Lazarsfeld

（1955

）］

25.　

［Gladw
ell

（2000

）］

26.　

ワ
イ
ン
・
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
の
ブ
ロ
グ
に
二
〇
一
二
年
三
月
二
六
日
に
投
稿
さ
れ
た
、
“T

hirty Y
ears Later: 1982 

Bordeaux N
o Single V

intage D
id M

ore to Change the W
orld of W

ine than 1982

”
（
一
九
八
二
年
の
ボ
ル
ド
ー
か
ら
三
〇
年

後
─
─
一
九
八
二
年
も
の
ほ
ど
ワ
イ
ン
の
世
界
を
変
え
た
ビ
ン
テ
ー
ジ
は
ほ
か
に
な
い
）
の
記
事
よ
り
。

27.　

A
ndrew

 E
dgecliffe-Johnson, 

“R
obert Parker, the A

m
erican B

acchus

”
（
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ー
カ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の

酒バ
ッ
カ
ス

の
神
）, Financial T

im
es, D

ecem
ber 14, 2012.　

私
は
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ラ
ヨ
ル
と
い
っ
し
ょ
に
、
著
名
な
ワ
イ
ン
専
門
家
一
九
名
の

正
確
さ
と
評
価
を
検
証
し
た
こ
と
が
あ
る
［Carayol, Jackson

（2017

）］。
そ
の
結
果
、
正
確
だ
か
ら
強
い
影
響
力
を
も
つ
と
ば
か
り
は

言
い
き
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

28.　

［M
cCoy

（2014

）］

29.　

多
く
の
意
見
が
集
ま
れ
ば
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
飲
食
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
映
画
と
い
っ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
、
特
定
の
個
人
の
好
み
に
引

き
ず
ら
れ
ず
、
多
様
な
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
あ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
対
す
る
個
人
の
評
価
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
も
、

全
体
と
し
て
あ
る
種
の
共
通
認
識
を
分
か
ち
あ
え
る
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を
売
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
い
ま
や
巨
大
産
業
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
が
わ
か
る
。

30.　

レ
ビ
ュ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
多
く
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
レ
ビ
ュ
ー
は
評
価
の
分
布
が
大
き
く
ゆ
が
ん

で
い
る
こ
と
だ
。
大
部
分
に
高
得
点
が
つ
き
、
悪
い
点
は
た
ま
に
し
か
な
く
、
中
間
の
点
数
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

と
く
に
気
に
入
っ
た
り
、
ひ
ど
く
気
に
入
ら
な
か
っ
た
人
は
レ
ビ
ュ
ー
を
書
こ
う
と
い
う
動
機
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
ほ
ど
ほ
ど
だ

と
思
っ
た
人
は
時
間
を
割
い
て
ま
で
レ
ビ
ュ
ー
を
書
こ
う
と
は
あ
ま
り
思
わ
な
い
。
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く
行
為
に
な
ん
ら
か
の
対
価
を
受
け

と
っ
て
い
る
場
合
も
含
め
、
多
く
の
時
間
を
使
っ
て
大
量
の
レ
ビ
ュ
ー
を
書
こ
う
と
す
る
少
数
派
の
人
た
ち
も
考
え
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
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っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
［D

uan, G
u, W

hinston

（2008

）］、
［F

radkin, G
rew

al, H
oltz, Pearson

（2015

）］、
［T

adelis

（2016

）］、
［N

ei

（2017

）］
を
参
照
。

31.　

デ
ィ
ア
は
の
ち
に
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
の
問
題
を
倫
理
面
と
デ
ー
タ
面
の
双
方
か
ら
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
し
た
報
告
書

を
発
表
し
て
い
る
。
以
下
も
そ
の
ひ
と
つ
。 

“H
ow

 the V
accine Crisis W

as M
eant to M

ake M
oney

”
（
ワ
ク
チ
ン
危
機
は
い
か

に
金
を
生
も
う
と
し
た
か
）, British M

edical Journal, January 11, 2011.

32.　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
デ
ィ
ア
の
告
発
に
よ
っ
て
、
医
事
委
員
会
が
調
査
を
開
始
し
た
。

33.　

そ
う
し
た
多
く
の
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
［Gerber, O

ffit

（2009

）］
を
参
照
。

34.　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
統
計
よ
り
。

35.　

［Carrillo-Santisteve, Lopalco

（2012
）］

36.　

「
真
実
が
靴
を
履
い
て
い
る
あ
い
だ
に
う
そ
は
地
球
を
半
周
す
る
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
か
ら
の
引
用
だ
と

見
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
彼
の
著
作
物
の
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
よ
う
だ
。
本
文
で
引
用
し
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
こ
と
ば
は
、
一
七

一
〇
年
の
エ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
［V

osoughi, Roy, A
ral

（2018

）］
の
研
究
に
、
事
例
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

37.　

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
三
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
。

38.　

一
九
三
八
年
一
〇
月
三
一
日
。

39.　

［Bartholom
ew

（2001

）］
を
参
照
。
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40.　

以
下
を
参
照
。http://new

s.bbc.co.uk/2/hi/health/2284783.stm
, Septem

ber 27, 2002.

41.　

以
下
を
参
照
。
“Extinction of Blondes V

astly O
verreported

”
（
ブ
ロ
ン
ド
絶
滅
、
過
剰
に
報
道
）, W

ashington P
ost, 

O
ctober 2, 2002. 

42.　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
歴
史
教
育
グ
ル
ー
プ
の
“Evaluating Inform

ation: T
he Cornerstone of Civic O

nline Reasoning

”

（
情
報
評
価
─
─
市
民
の
オ
ン
ラ
イ
ン
推
理
の
基
盤
）
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
よ
り
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
一
二
の
州
の
、
の
べ

七
八
〇
〇
人
以
上
の
学
生
を
対
象
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

43.　

M
alcom

 M
oore, 

“W
orld W

ar 2 A
nniversary: T

he Scoop,

” T
he T

elegraph, A
ugust 30, 2009; 

“O
bituary: Clare 

H
ollingw

orth,

” BBC, January 10, 2017; M
argalit Fox, 

“Clare H
ollingw

orth, Reporter W
ho Broke N

ew
s of W

orld W
ar 

II, D
ies at 105,

” N
ew

 Y
ork T

im
es, January 10, 2017. 

44.　

タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
以
上
に
、
ニ
ュ
ー
ス
の
生
産
を
つ
う
じ
て
収
入
を
得
る
方
法
に
は
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
が
通
信
社
に
多
く
の
課
題
を
投
げ
か
け
た
。
広
告
収
入
は
大
幅
に
落
ち
こ
み
、
紙
媒
体
の
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
部
数
も
同
様

に
減
少
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
や
オ
ン
ラ
イ
ン
購
読
に
よ
る
利
益
は
、
消
え
つ
つ
あ
る
従
来
の
事
業
の
代
わ
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

背
景
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
［W

aldm
an

（2011
）］、
［H

am
ilton

（2016

）］、
ロ
イ
タ
ー
通
信
デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
・
リ
ポ
ー

ト
二
〇
一
七
（http://po.st/lfJFX

h

）、
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
“N

ew
spaper industry estim

ated advertising and 
circulation revenue

”
（
新
聞
産
業
の
広
告
と
発
行
部
数
に
よ
る
収
入
の
予
測
）
（June 13, 2018, https://w

w
w

.journalism
.org/

chart/sotnm
-new

spapers-new
spaper-industry-estim

ated-advertising-and-circulation-revenue/

）。

45.　

［W
aldm

an, W
orking Group on Inform

ation N
eeds of Com

m
unities

（2011

）］

46.　

Ｆ
Ｂ
Ｉ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
─
─
二
〇
一
三
年
一
月
一
七
日
、
連
邦
検
察
局
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
南
部
地
区
地
検
、
「
ア
ッ
パ
ー
ビ

ッ
グ
ブ
ラ
ン
チ
鉱
山
元
最
高
責
任
者
、
連
邦
捜
査
を
受
け
、
禁
固
刑
の
判
決
」。
労
働
省
鉱
山
安
全
衛
生
管
理
局
発
行
、
二
〇
一
〇
年
四
月
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五
日
に
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ロ
ー
リ
ー
郡
モ
ン
ト
コ
ー
ル
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ー
ル
社
傘
下
ア
ッ
パ
ー
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ン
チ
鉱
山

南
で
発
生
し
た
地
下
鉱
山
爆
発
に
よ
る
死
亡
事
故
に
関
す
る
炭
鉱
安
全
衛
生
報
告
書
、
Ｉ
Ｄ 

Ｎ
ｏ
．
４
６–

０
８
４
３
６
。

47.　

捜
査
は
さ
れ
た
も
の
の
、
従
業
員
二
名
が
五
年
未
満
の
実
刑
、
元
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
故
意
に
安
全
衛
生
基
準
に
違
反
し
た
と
い
う
一
件
の
軽

罪
で
有
罪
宣
告
さ
れ
た
の
み
で
、
一
年
の
実
刑
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

48.　

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
二
〇
一
六
年
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
」
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。A

m
erican 

Society for N
ew

s Editors N
ew

sroom
 Em

ploym
ent Census projections, 1978–2014. 

49.　

［W
aldm

an, W
orking Group on Inform

ation N
eeds of Com

m
unities

（2011

）］
の
ペ
ー
ジ
一
〇
。

50.　

［K
aplan, H

ale

（2010

）］。
付
録
（
セ
ク
シ
ョ
ン
９
・
４
）
に
、
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
三
〇
分
間
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

51.　

［H
am

ilton

（2016

）］

52.　

T
eem

u H
enriksson, 

“Full H
ighlights of W

orld Press T
rends 2016 Survey

”
（
二
〇
一
六
年
度
世
界
報
道
ト
レ
ン
ド
の
全

容
）, W

orld A
ssociation of N

ew
spapers and N

ew
s Publishers.

53.　

［W
aldm

an, W
orking Group on Inform

ation N
eeds of Com

m
unities

（2011

）］
の
ペ
ー
ジ
一
二
。

54.　

［Gentzkow
, Shapiro, T

addy

（2016

）］

55.　

同
前
の
図
４
を
参
照
。 

56.　

党
派
心
の
強
ま
り
を
示
す
別
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
は
［Prum

m
er

（2016

）］
を
参
照
。
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57.　

分
析
に
使
っ
た
コ
ー
ド
は
、
レ
ン
ツ
ォ
・
ル
シ
オ
ー
ニ
が
開
発
し
、
ピ
ー
タ
ー
・
ア
ル
ド
ー
ス
が
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
私
の
分

析
の
た
め
の
微
調
整
も
施
し
て
あ
る
。

58.　

ふ
た
り
の
上
院
議
員
が
ど
れ
だ
け
同
じ
投
票
を
す
れ
ば
線
で
結
ぶ
か
の
基
準
を
二
分
の
一
以
上
と
し
た
。
ま
た
、
い
つ
の
調
査
か
も

重
要
な
の
で
、
一
九
九
〇
年
と
二
〇
一
五
年
で
図
を
分
け
た
（
例
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
一
日
付
の
ラ
ン
デ
ィ
・
オ
ル
ソ
ン
の

ブ
ロ
グ
を
参
照
。http://w

w
w

.randalolson.com
/blog/

）。
基
準
が
二
分
の
一
以
上
と
い
う
こ
と
は
、
線
で
結
ば
れ
た
上
院
議
員
同
士

で
は
、
同
じ
法
案
に
対
し
て
意
見
が
食
い
ち
が
う
よ
り
一
致
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
本
章
の
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ

ろ
（
二
〇
一
五
年
）
に
な
る
べ
く
近
い
時
期
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
前
述
の
党
派
心
が
時
間
経
過
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
比
較
す

る
た
め
一
九
九
〇
年
の
デ
ー
タ
に
も
さ
か
の
ぼ
っ
た
。

59.　

二
〇
一
五
年
の
図
で
は
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
（R

ubio

）
と
テ
ッ
ド
・
ク
ル
ツ

（Cruz

）
が
最
上
方
の
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
に
対
抗
し
た
リ
ン
ジ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
（Graham

）
が
最
下
方
の
離

れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
。

60.　

私
の
分
析
と
は
ち
が
う
デ
ー
タ
だ
が
、
私
に
ひ
ら
め
き
を
与
え
て
く
れ
た
分
析
が
ル
シ
オ
ー
ニ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://renzo.

lucioni.xyz/senate-voting-relationships/

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
測
定
方
法
や
似
た
よ
う
な
傾
向
に
つ
い
て
は
［M

oody, 
M

ucha

（2013

）］
を
参
照
。

61.　

［Jackson

（2008b

）］
と
、
［Golub, Jackson

（2012

）］
の
セ
ク
シ
ョ
ン
七
を
参
照
。

62.　

細
か
く
断
片
化
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
と
く
に
過
密
な
部
分
も
疎
な
部
分
も
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
想
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
は
全
員
が
他
の
部
署
の
数
十
人
と
接
点
が
あ
り
、
製
造
部
門
は
全
員
が
他
の
部
署
の
ひ
と
り
か
ふ
た
り
程
度
と
し
か

接
点
が
な
い
よ
う
な
状
況
は
想
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
で
は
噂
の
伝
達
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
同
類

性
の
せ
い
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
よ
っ
て
拡
散
の
性
質
が
ち
が
う
と
い
う
こ
と
だ
。
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63.　

こ
の
比
較
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
解
説
は
［Golub, Jackson

（2012

）］
を
参
照
。

64.　

Lena H
. Sun, 

“A
nti-V

accine A
ctivists Spark a State ’s W

orst M
easles O

utbreak in D
ecades

”
（
反
ワ
ク
チ
ン
主
義
者
、

州
最
悪
の
麻
疹
流
行
を
引
き
お
こ
す
）, W

ashington Post, M
ay 5, 2017. 

65.　

［Barnes, 
他
（2016

）］

66.　

［Barnes, 

他
（2016
）］

第
八
章
　
友
だ
ち
と
身
近
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

1.　

［H
ölldobler, W

ilson

（1990

）］
を
参
照
。

2.　

［Prabhakar, D
ektar, Gordon

（2012

）］

3.　

以
下
を
参
照
。Bjorn Carey, 

“Stanford Researchers D
iscover the 

‘A
nternet

’”, Stanford R
eport, A

ugust 24, 2012.

4.　

文
化
と
進
化
の
詳
細
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
［B

oyd, R
icherson 

（1988

）］、
［R

icherson, B
oyd

（2008

）］、
［T

om
asello

（2009

）］
を
参
照
。

5.　

［Coffm
an, Featherstone, K

essler

（2016

）］

6.　

［M
anski

（1993

）］、
［A

ral, M
uchnik, Sundararajan

（2009

）］



52

7.　

［G
ilchrist, Sands

（2016

）］。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
こ
の
数
字
は
社
会
的
影
響
を
過
小
評
価
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
最
初
の
週
末
に
映
画
を
観
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
行
か
な
か
っ
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
繰
延
べ
需
要
が
あ
る
は
ず
だ
。

［M
oretti

（2011

）］
も
参
照
。

8.　

［Lerner, M
alm

endier

（2013

）］

9.　

［K
loum

ann, A
dam

ic, K
leinberg, W

u

（2015

）］

10.　

［D
uflo, Saez

（2003
）］

11.　

［V
osoughi, Roy, A

ral

（2018
）］

12.　

［Bikhchandani, Sharm
a

（2000
）］
お
よ
び
［H

irshleifer, H
ong T

eoh

（2003

）］
が
論
じ
る
よ
う
に
、
示
唆
に
富
ん
だ
エ
ビ

デ
ン
ス
は
あ
る
も
の
の
、
株
式
デ
ー
タ
の
み
で
こ
の
よ
う
な
情
報
効
果
を
直
接
テ
ス
ト
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
、
実
験
用
の
ラ

ボ
と
し
て
切
り
は
な
し
て
テ
ス
ト
す
れ
ば
、
情
報
を
制
御
し
た
う
え
で
売
買
の
様
子
を
観
察
で
き
、
［A

nderson, H
olt

（1997

）］
と

［H
ung, Plott

（2001

）］
に
あ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
な
群
れ
の
行
動
が
見
ら
れ
る
。

13.　

こ
れ
も
出
自
の
疑
わ
し
い
引
用
で
あ
る
。
孔
子
の
言
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
孔
子
が
本
当
に
そ
う
言
っ
た
の
か
は
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
『
論
語
』
か
ら
の
引
用
を
変
形
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
。
『
論
語
』
は
何
世
紀
も
あ
と
に
信
者
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
れ
は
こ
れ
で
独
自
の
魅
力
的
な
歴
史
が
あ
る
。

14.　

群
れ
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
［Banerjee

（1992

）］
と
［Bikhchandani, H

irshleifer, W
elch

（1992

）］
の
二
組
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
同
時

期
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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15.　

［Foster, Rosenzw
eig

（1995

）］。
ほ
か
に
［Conley, U

dry

（2010

）］
も
参
照
。

16.　

［Leduc, Jackson, Johari

（2016

）］

17.　

［Sm
ith, Sorensen

（2000

）］、
［A

cem
oglu, D

ahleh, Lobel, O
zdaglar

（2011

）］

18.　

Elaine M
cA

rdle, 

“H
ow

 to Eat at Sushi D
ai, T

okyo: T
ips and Guide to Getting a Seat at Sushi D

ai, T
sukiji Fish 

M
arket

”
（
寿
司
大
で
食
べ
る
に
は
─
─
東
京
築
地
・
寿
司
大
の
席
に
た
ど
り
つ
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
）, June 30, 2016, https://

w
w

w
.thew

holew
orldisaplayground.com

/how
-to-eat-seat-sushi-dai-tokyo-tips-guide/.

19.　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
水
産
物
の
供
給
業
者
が
私
た
ち
の
判
断
力
の
な
さ
に
つ
け
こ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
寿
司
の
評
判

が
よ
い
街
）
の
寿
司
レ
ス
ト
ラ
ン
を
対
象
に
し
た
調
査
で
、
研
究
者
チ
ー
ム
（［W

illette, 

他
（2017

）］）
は
四
年
を
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
区
、
価
格
帯
、
評
価
レ
ベ
ル
の
二
六
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
三
六
四
の
魚
の
サ
ン
プ
ル
を
集
め
た
。
サ
ン
プ
ル
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
分
析
し
、

寿
司
と
し
て
出
さ
れ
た
魚
が
メ
ニ
ュ
ー
に
謳
っ
て
い
る
魚
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
メ
ニ
ュ

ー
と
は
ち
が
う
魚
の
寿
司
を
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
は
売
っ
て
い
た
。
全
体
と
し
て
、
寿
司
の
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
ち
が
う
名
前
で
出
さ
れ

て
い
た
の
だ
！　

い
く
つ
か
の
種
は
、
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
ち
が
う
名
前
で
提
供
さ
れ
て
い
た
─
─
だ
い
た
い
は
見
た
目
の
似
た
値
段
の
安

い
代
用
魚
で
。
た
と
え
ば
、
“
マ
ッ
カ
レ
ル
（
訳
注
：
サ
バ
の
一
種
）”
の
う
ち
本
物
の
マ
ッ
カ
レ
ル
で
な
い
も
の
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け

だ
っ
た
が
、
“
レ
ッ
ド
ス
ナ
ッ
パ
ー
”
と
“
イ
エ
ロ
ー
テ
イ
ル
”
は
そ
れ
ぞ
れ
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
ほ
か
の
魚
だ
っ

た
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

ど
こ
か
で
誰
か
が
、
魚
の
種
類
を
識
別
で
き
な
い
と
い
う
私
た
ち
の
判
断
力
の
な
さ
を
繰
り
か
え
し
悪
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

20.　

こ
う
し
た
決
ま
り
ご
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Y

oung

（1996

）］
を
参
照
。
車
両
が
左
側
通
行
か
右
側
通
行
か
の
例
は
、
劇
的
に

変
更
し
た
国
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
見
比
べ
る
と
お
も
し
ろ
い
。
国
境
を
ま
た
い
で
ル
ー
ル
が
ち
が
う
の
は
、
だ
い
た
い
は
大
き
な
川

や
険
し
い
山
脈
な
ど
で
隔
た
れ
、
交
通
量
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ
だ
。
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21.　

［Glaeser, Sacerdote, Scheinkm
an

（2003

）］、
［M

artinelli, Parker, Pérez-Gea, Rodrigo

（2015

）］、
［Su, W

u

（2016

）］

22.　

［Fism
an, M

iguel

（2007

）］

23.　

ク
ウ
ェ
ー
ト
の
腐
敗
指
数
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
一
な
の
だ
が
、
違
反
切
符
の
枚
数
が
突
出
し
て
多
く
（
外
交
官
ひ
と
り
あ
た
り
二
五
〇

枚
）、
図
が
圧
縮
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
除
外
し
た
。
こ
れ
は
、
違
反
切
符
の
多
さ
と
い
い
、
腐
敗
指
数
が
平
均
よ
り
低
い
こ
と
と
い
い
、
正

真
正
銘
の
外
れ
値
で
あ
る
（
フ
ィ
ス
マ
ン
と
ミ
ゲ
ル
の
デ
ー
タ
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
腐
敗
指
数
は
、
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
な
ど
腐
敗
度
の
高
い
国
の
レ
ベ
ル
に
近
い
と
す
る
、
他
の
多
く
の
指
標
と
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
だ
）。
そ
れ
で
も
引
用
し
た
す
べ
て
の

数
字
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
含
め
て
お
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
含
め
て
も
国
の
腐
敗
と
外
交
官
に
切
ら
れ
た
違
反
切
符
の
数
と
の
あ
い
だ
に
は

重
要
な
相
関
関
係
が
あ
る
。
本
文
に
あ
げ
た
二
三
枚
と
一
二
枚
の
数
字
に
は
、
「
腐
敗
の
少
な
い
国
」
の
ほ
う
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
入
れ
て

計
算
し
て
い
る
。
こ
の
計
算
か
ら
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
外
す
と
、
「
腐
敗
の
少
な
い
国
」
の
違
反
切
符
の
数
の
平
均
が
八
枚
に
下
が
る
の
で
、

さ
ら
に
明
確
な
対
比
と
な
る
。

24.　

こ
れ
は
「
推
移
性
」
の
概
念
に
も
関
連
し
て
い
る
。
推
移
性
と
は
、
Ａ
が
Ｂ
を
知
っ
て
い
て
、
Ｂ
が
Ｃ
を
知
っ
て
い
る
場
合
、
Ａ
も

Ｃ
を
知
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
友
だ
ち
の
友
だ
ち
は
友
だ
ち
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

25.　

［Chandrasekhar, Jackson

（2016

）］

26.　

ほ
か
の
例
に
つ
い
て
は
、
［W

atts

（1999

）］
を
参
照
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
係
数
が
［Jackson, 

Rogers

（2007a

）］
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

27.　

［Chandrasekhar, Jackson

（2016

）］

28.　

［Jackson, Rogers

（2007a

）］
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29.　

ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
補
強
構
造
が
な
く
て
も
新
し
い
商
品
が
う
ま
く
拡
散
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ン
ド
の
村
の
研

究
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
な
補
強
作
用
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
普
及
し
た
（［B

anerjee, 
Chandrasekhar, D

uflo, Jackson

（2013

）］）。
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
村
人
が
す
で
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
て
、
自
分
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
知
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
自
分
も
利

用
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
情
報
だ
け
だ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
何
か
を
認
識
す
る
た
め
だ
け
の
伝
達
は
接
触
さ
え
あ
れ
ば

伝
播
し
て
い
く
の
で
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
や
そ
の
他
の
ロ
ー
カ
ル
な
補
強
構
造
が
な
く
て
も
情
報
は
広
が
る
。

30.　

［Goel, 

他
（2016
）］

31.　

［Beam
an, BenY

ishay, M
agruder, M

obarak

（2015

）］
を
参
照
。
デ
イ
モ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
［Centola

（2011

）］
は
、
健
康

に
関
心
を
も
つ
人
た
ち
の
サ
イ
ト
か
ら
一
五
〇
〇
人
以
上
が
集
う
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
、
複
数
の
友
だ
ち
の
行
動
を
見

て
自
分
の
行
動
を
決
め
る
よ
う
な
環
境
を
設
定
し
、
拡
散
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
を
テ
ス
ト
し
た
。
セ
ン
ト
ラ
は
、
参
加
者
の
一
部

を
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
が
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
け
、
残
り
の
参
加
者
を
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
が
疎
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
け
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
「
健
康
仲
間
」
を
獲
得
し
、
そ
の
仲
間
が
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
は
次
に
、

そ
の
な
か
の
ひ
と
り
に
、
あ
る
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
種
を
蒔ま

い
た
。
誰
か
が
参
加
す
る
た
び
に
、
そ
の
人

の
健
康
仲
間
は
、
仲
間
が
参
加
し
た
こ
と
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と
る
。
複
数
の
仲
間
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
場
合
、
そ
の

人
は
複
数
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
デ
ー
モ
ン
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
拡
散
率
が
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ほ
う
が
そ
う
で
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
人
に
行
動
を
起
こ
さ
せ

る
う
え
で
複
数
の
刺
激
が
重
要
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
が
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
人
々
の
あ
い
だ
の
平
均
距
離
が
大
き
く
て
も
、

ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
が
疎
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
速
く
拡
散
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
わ
っ
た
。

32.　

「
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
」
の
概
念
は
、
本
文
の
「
連
携
」
の
ト
ピ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
で
複
数
均
衡
に
言
及
し
た
と
き
に
引
用
し
た
も
の
で
あ

る
。
ジ
ョ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
の
よ
う
な
均
衡
が
幅
広
い
設
定
群
に
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
現
代
経
済
学
の
主
要
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。
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33.　

サ
ポ
ー
ト
の
こ
の
定
義
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
［Jackson, Rodriguez Barraquer, T

an

（2012

）］
で
展
開
し

て
い
る
。
共
通
の
友
だ
ち
を
も
つ
こ
と
が
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
に
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
と
疑
問
に
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ど
ち
ら
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
三
角
状
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
部
分
の
関
係
が
密
に
な
る
。
多
く
の
関
係
に
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
場
合
、
三
角
状
の
つ
な
が
り
が
増
え
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
が
進
む
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ポ
ー
ト
と
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
別
の
概

念
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
あ
げ
た
イ
ン
ド
の
村
で
は
、
人
間
関
係
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
た

が
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
二
〇
〜
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
だ
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係
と
は
、
共
通
の
友
だ
ち
に
よ
っ
て
つ
な

が
り
が
補
強
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
リ
ン
ク
を
い
う
。
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
で
重
要
な
の
は
、
あ
る
人
の
友
だ
ち
が
互
い
に
友
だ

ち
同
士
で
あ
る
割
合
で
あ
る
。
サ
ポ
ー
ト
と
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
、
行
動
を
強
制
す
る
際
の
役
割
も
明
確
に
異
な
る
。
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
う

は
、
証
人
、
保
証
人
、
執
行
者
な
ど
第
三
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
に
対
し
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
は
、
だ
れ
か
ほ
か
の
人
に
影
響
を

与
え
る
行
動
を
連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Colem

an

（1988

）］
を
参
照
。

34.　

核
家
族
に
は
生
産
を
上
回
る
カ
ロ
リ
ー
を
必
要
と
す
る
時
期
が
あ
る
。
具
体
例
に
つ
い
て
は
［H

ill, H
urtado

（2017

）］
を
参
照
。

35.　

［K
aplan, H

ill, Lancaster, H
urtado
（2000

）］、
［H

ill

（2002

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

36.　

人
間
の
協
調
性
に
つ
い
て
、
［Seabright
（2010
）］
が
総
合
的
な
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

37.　

［Jackson, Rodriguez Barraquer, T
an

（2012
）］、
［Feinberg, W

iller, Schultz 

（2014

）］、
［A

li, M
iller

（2016

）］
を
参

照
。
［C

olem
an

（1988

）］
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
別
の
面
を
考
察
し
、
あ
る
人
の
友
だ
ち
ふ
た
り
が
結
託
し
て
そ

の
人
に
な
ん
ら
か
の
制
裁
を
科
そ
う
と
す
る
場
合
に
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
本
書

と
は
と
ら
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
ち
が
う
か
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
［Jackson, R

odriguez B
arraquer, T

an

（2012

）］
を
参
照
。

38.　

［Jackson, Rodriguez Barraquer, T
an 

（2012

）］
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39.　

こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
数
字
は
、
わ
れ
わ
れ
の
デ
ー
タ
（［B

anerjee, C
handrasekhar, D

uflo, Jackson

（2013

）］
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
）
を
別
の
角
度
か
ら
見
た
も
の
だ
。
関
係
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
割
合
は
、
な
ん
ら
か
の

貸
し
借
り
─
─
貸
し
借
り
の
対
象
が
現
金
だ
っ
た
に
せ
よ
、
灯
油
や
、
米
、
あ
る
い
は
手
助
け
や
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た
に
せ
よ
─
─
が
あ

っ
た
場
合
に
似
て
い
た
。
誰
か
の
家
を
訪
れ
る
な
ど
、
直
接
の
利
害
と
の
関
連
が
乏
し
い
純
粋
な
社
会
的
交
流
の
場
合
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

サ
ポ
ー
ト
の
あ
る
関
係
は
大
幅
に
少
な
か
っ
た
。
な
お
、
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
数
字
は
、
聞
き
と
り
調
査
を

つ
う
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
を
収
集
す
る
場
合
、
と
く
に
す
べ
て
の
人
が
調
査
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
場
合
に
は
、
リ
ン
ク
の

見
落
と
し
が
発
生
し
て
、
実
際
の
数
字
よ
り
小
さ
く
出
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

40.　

［Banerjee, D
uflo

（2012

）］

41.　

［Breza, Chandrasekhar
（2016

）］

42.　

［U
zzi

（1996

）, pp.679-80

］

43.　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
つ
こ
う
し
た
強
制
力
が
、
取
引
の
法
律
面
を
ど
の
よ
う
に
補
完
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
［Jackson, X

ing

（2018

）］
を
参
照
。

44.　

［Fism
an, Shi, W

ang, X
u

（2018

）］

45.　

［Fism
an, Shi, W

ang, X
u

（2018

）］

46.　

［Shi, Rao

（2010

）］

47.　

相
反
す
る
力
の
う
ち
、
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
［B

andiera, B
arnakay, R

asul

（2009

）］、

［Beam
an, M

agruder

（2012

）］
な
ど
を
参
照
。
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48.　

［Backstrom
, K

leinberg

（2014

）］

49.　

［Easley, K
leinberg

（2010

）］、
［U

zzi

（1997

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
埋
め
こ
み
に
関
す
る
古
典
的
な
論
説
に
つ
い
て
は
、

［Granovetter

（1973

）］
を
参
照
。

50.　

こ
の
計
算
で
は
回
帰
的
定
義
の
手
法
を
用
い
て
、
最
大
一
二
カ
月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
関
係
を
調
査
し
て
い
る
。

第
九
章
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
変
化
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1.　

Caitlin Giddings, 

“T
his Couple Found Love A

cross the Globe T
hrough Strava: T

he Incredible Story of H
ow

 a 
Com

petitive Cycling A
pp U

nited T
w

o Riders from
 A

cross the W
orld

”
（
ス
ト
ラ
バ
を
つ
う
じ
て
地
球
の
反
対
側
か
ら
愛
を

見
つ
け
た
カ
ッ
プ
ル
─
─
サ
イ
ク
リ
ン
グ
競
争
ア
プ
リ
が
い
か
に
ふ
た
り
の
ラ
イ
ダ
ー
を
結
び
つ
け
た
か
）, B

icycling M
agazine, 

January 25, 2016.

2.　

A
lex Shashkevich,

“O
ldest A

dults M
ay H

ave M
uch to Gain from

 Social T
echnology, A

ccording to Stanford 
R

esearch

”
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
、
超
高
齢
者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
多
く
の
利
益
を
得
る
可
能
性
）, 

Stanford N
ew

s, N
ovem

ber 28, 2016.

3.　

［Jensen

（2007

）］
を
参
照
。
平
均
価
格
に
対
す
る
市
場
全
体
の
価
格
の
ば
ら
つ
き
は
、
携
帯
電
話
以
前
は
六
〇
〜
七
〇
パ
ー
セ
ン

ト
あ
っ
た
が
、
携
帯
電
話
以
降
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
収
ま
っ
て
い
る
。 

4.　

こ
の
主
題
で
［F

riedm
an

（2016

）］
が
深
く
論
じ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
産
性
と
雇
用
に
与
え
る
影
響
の
例
と
し
て
は
、

［H
jort, Poulsen

（2018

）］
を
参
照
。
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5.　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
そ
の
目
的
上
、
重
要
な
論
点
だ
け
に
し

ぼ
っ
て
取
り
あ
げ
た
が
、
私
の
他
の
執
筆
物
で
は
多
く
の
論
点
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
よ
り
専
門
的
か
つ

詳
細
な
議
論
と
多
数
の
参
考
文
献
は
、
［Jackson

（2008a

）］、
［Jackson, Rogers, Zenou

（2017

）］
を
参
照
。

6.　

［Jackson, W
olinsky

（1996

）］

7.　

肝
心
な
と
こ
ろ
を
確
実
に
伝
え
る
た
め
、
本
書
で
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
は
敢
え
て
触
れ
て
い
な
い
。
外
部
性
と
、
関
係
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
動
機
の
か
か
わ
り
方
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
か
な
り
複
雑
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
数
多

く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
専
門
的
な
文
献
に
つ
い
て
は
、
［Jackson

（2003, 2008a, 2014

）］
を
参
照
。

8.　

本
文
で
あ
げ
る
ふ
た
つ
以
外
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
第
三
の
か
な
り
重
要
な
力
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
か
か
わ
る
。
あ
る
人
の
友
だ
ち
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
よ
り
多
く
の
人
と
出
会
い
や
す
く
な
り
、
彼
ら
が
も
た
ら
す
外
部
性
が
高

ま
る
た
め
に
、
そ
の
人
の
友
だ
ち
と
し
て
の
魅
力
も
増
す
。
た
だ
し
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
不
平
等
に
、
つ

ま
り
多
く
の
友
だ
ち
を
も
つ
人
は
さ
ら
に
多
く
の
友
だ
ち
を
得
る
と
い
う
不
平
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

9.　

第
七
章
で
見
た
よ
う
に
、
人
の
意
見
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
で
は
、
あ
る
方
向
の
意
見
を
も
つ
何
人
の
人
と
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
か
の
絶
対
数
よ
り
も
、
あ
る
方
向
の
意
見
を
も
つ
人
が
相
対
的
に
多
か
っ
た
か
少
な
か
っ
た
か
に
よ
っ
て
意
見
の
方
向
が
決
ま
る
場
合

が
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
［Golub, Jackson

（2012
）］
を
参
照
し
て
ほ
し
い
）。
同
類
性
を
強
め
る
よ
う
な
関
係
が
新
た
に
追

加
さ
れ
た
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
密
度
が
増
す
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
同
類
性
も
強
く
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
見
は
従
来
の

ま
ま
維
持
さ
れ
る
か
、
い
っ
そ
う
強
硬
に
な
る
。

10.　

［Jackson, N
ei

（2015

）］
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
あ
る
時
期
を
境
に
が
く
ん
と
減
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
。
一
八
二
〇
〜

一
九
五
九
年
は
〇
・
〇
〇
〇
五
六
で
、
一
九
六
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
は
〇
・
〇
〇
〇
〇
五
だ
っ
た
。
区
切
り
を
少
し
ず
ら
し
て
も
、
一
八
二

〇
〜
一
九
六
九
年
は
〇
・
〇
〇
〇
五
三
、
一
九
七
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
は
〇
・
〇
〇
〇
〇
五
だ
。
国
ご
と
の
戦
争
（
二
国
間
で
は
な
く
）
の



60

数
に
関
し
て
は
、
一
八
二
〇
〜
一
九
五
九
年
は
〇
・
〇
一
二
だ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
は
〇
・
〇
〇
四
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

“
正
式
な
”
戦
争
だ
け
で
な
く
、
武Ｍ

Ｉ

Ｄ

力
を
伴
う
国
家
間
紛
争
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
一
八
二
〇
〜
一
九
五
九
年
は
、
二
国
間
ご
と
の
Ｍ
Ⅰ

Ｄ
は
〇
・
〇
〇
六
、
一
九
六
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
で
は
〇
・
〇
〇
三
だ
っ
た
。
だ
が
、
紛
争
の
発
生
回
数
の
変
化
が
統
計
的
に
有
意
か
ど
う

か
は
、
紛
争
を
生
み
だ
す
と
想
定
さ
れ
る
不
規
則
過
程
（
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
確
率
変
数
）
に
よ
っ
て
異
な
る
。
［C

lauset
（2018
）］
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
過
程
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
確
信
を
も
つ
た
め
に
さ
ら
に
多
く
の
デ
ー
タ
が
必
要
に

な
る
。

11.　

一
八
七
〇
〜
一
九
四
九
年
の
デ
ー
タ
は
［K

lasing, M
ilionis

（2014

）］
よ
り
、
一
九
五
〇
〜
五
九
年
の
デ
ー
タ
は
ペ
ン
世
界
貿
易

表
８
・
１
版
よ
り
、
一
九
六
〇
〜
二
〇
一
五
年
の
デ
ー
タ
は
世
界
銀
行
の
世
界
開
発
指
標
よ
り
。

12.　

第
二
次
大
戦
期
間
中
を
除
け
ば
、
一
八
一
六
〜
一
九
四
〇
年
ま
で
の
同
盟
国
の
数
は
一
国
あ
た
り
わ
ず
か
一
・
七
だ
っ
た
。

13.　

［Jackson, N
ei

（2015

）］

14.　

［Jackson, N
ei

（2015

）］
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
［Li, 

他
（2017

）］
も
参
照
。

15.　

［Jackson, N
ei

（2015

）］

16.　

［Prum
m

er

（2016

）］。
ほ
か
に
、
［H

am
pton, W

ellm
an

（2003

）］、
［Rainie, W

ellm
an

（2012

）］、
［Sunstein

（2018

）］

を
参
照
。

17.　

［Lelkes, Sood, Iyengar

（2015

）］。
［D

avis, D
unaw

ay

（2016
）］
も
参
照
。

18.　

［Gentzkow
, Shapiro, T

addy

（2016

）］、
［Boxell, Gentzkow

, Shapiro
（2017

）］、
［Fiorina

（2017

）］、
［Gentzkow

（2017

）］
を
参
照
。
分
極
化
の
測
定
方
法
、
拡
大
し
て
い
く
範
囲
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
あ
い
だ
で
ま
だ
か
な
り
の
意
見
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原　注

の
相
違
（
こ
れ
も
分
極
化
か
？
）
が
あ
る
。

19.　

［Gentzkow
, Shapiro, T

addy

（2016

）］
を
参
照
。

20.　

こ
れ
は
心
理
学
に
お
い
て
「
偽
の
合
意
効
果
」
（［R

oss, G
reene, H

ouse

（1977

）］
な
ど
を
参
照
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
他
人

が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
推
察
す
る
と
き
に
は
友
だ
ち
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
同
類
性
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

21.　

ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
ド
ロ
ー
ジ
の
二
〇
一
六
年
四
月
一
一
日
の
ブ
ロ
グ
“U

rbanization vs GD
P per Capita Revisited

”
（
都
市
化

ｖ
ｓ
ひ
と
り
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
再
考
）
が
こ
の
デ
ー
タ
に
目
を
向
け
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

22.　

［Barnhardt, Field, Pande
（2016

）］
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

23.　

い
ず
れ
、
都
市
化
と
は
逆
方
向
へ
の
作
用
と
し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
会
社
か
ら
離
れ
た
場
所
で
働
く
働
き
方
が
ふ
つ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
消
費
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
た
め
に
ま
す
ま
す
他
者
へ
の
依
存
を
強
め
て
い
る
の
で
、

郊
外
に
し
ろ
、
都
市
部
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
ス
プ
ロ
ー
ル
化
の
進
む
エ
リ
ア
に
し
ろ
、
あ
る
程
度
の
密
集
化
は
今
後
も
続
い
て
い
く
可
能

性
が
高
い
。

24.　

正
式
な
許
可
を
も
た
な
い
ま
ま
、
都
市
で
働
き
、
住
ん
で
い
る
人
も
い
る
。
中
国
国
内
の
特
定
の
場
所
に
家
族
を
登
録
す
る
戸フ

ー

口コ
ウ

（
戸
籍
）
制
度
が
、
都
市
人
口
が
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
抑
制
し
て
い
る
た
め
、
都
市
へ
の
正
式
な
移
住
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。

25.　

デ
ビ
ッ
ド
・
Ｋ
・
ヨ
ル
ダ
ン
に
よ
る
英
訳
版
（
一
九
七
三
年
）
よ
り
。

26.　

草
案
日
付
、
二
〇
一
二
年
夏
。

27.　

［Banerjee, Chandrasekhar, D
uflo, Jackson

（2018

）］
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